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本紙は女性12よる平和と平等を推進します

1993年 4月 10日

例議議選遺言雲

回

覧

「
正
義
の
回
復
」
求
め
る

「
支
援
の
集
い
」
で
ア
ピ
ー
ル

佐
川
事
件
の
徹
底
糾
明
を

政
治
家
の
一

行
動
を
行
っ
た
。

呼
ひ
か
り
た
の
は
、
昨
年
九

月
か
ら
東
京

・
渋
谷
駅
前
で
抗

議
活
動
を
続
け
て
い
る
「
佐
川

究
明
r・学
生

・
市
民

・
議
員
の

会」

。
メ
ン
バ
ー
の
岩
瀬
房
子

さ
ん
(
六
九
)
日
戦
争
へ
の
道
を
許

さ
な
い
北
・
板
橋
・
豊
島
の
女

た
ち
の
会
H
は
、
「
与
野
党
な

れ
合
い
、
議
員
抜
き
」
の
証
人

唄
聞
に
抗
議
し
、
三
月
二
十
九

日
か
ら
ハ
ン
ガ
ー

-
ス
ト
ラ
イ

キ
に
入
っ
た
。

昼
前
、
参
議
院
議
員
会
館
前

「
政
治
家
の
二
枚
舌
を
ひ
っ

乙
ぬ
り
f
」
|
|
佐
川
急
便
事

件
に
闘
し
、
参
議
院
で
H

議
員

抜
き
N

の
証
人
喚
問
が
行
わ
れ

た
一
目
、
事
件
の
徹
底
糾
明
を

求
め
る
市
民
ら
約
五
十
人
が
、

国
会
付
近
で
ρ
怒
り
H

の
請
願

一
枚
舌
を
許
す
な

に
集
合
し
た
参
加
者
は
「
証
人

喚
問
は
最
後
の
幕
引
き
?
国
民

は
見
て
い
る
ぞ
」
な
ど
と
大
歯

し
た
ゼ
y
ケ
ン
を
男
に
ま
と

い
、
周
辺
を
ブ
ラ
ブ
ラ
歩
き
。

参
議
院
議
員
面
会
所
前
で
、
請

願
行
動
に
移
っ
た
。

ハ
ン
ス
ト
四
日
目
、
声
が
出

に
く
く
な
っ
た
と
い
う
…
E
瀬
さ

ん
は
、
恩
師

・
市
川
房
枝
さ
ん

の
写
真
を
胸
に
「
怒
り
に
堪
え

か
ね
ハ
ン
ス
ト
を
決
意
し
た
。

小
選
挙
区
制
導
入
な
ど
、
ま
や

か
し
の
『
政
治
改
革
』
は
も
う

た
く
さ
ん
。
国
民
が
何
よ
り
望

ん
で
い
る
の
は
、
悪
い
乙
と
を

し
た
人
が
二
度
と
議
員
に
な
れ

消
費
税
の
廃
止
を
訴
え
る

食
品
非
課
税
の
緊
急
実
施
を

図
る
た
め
と
政
府
や
加
藤
寛
政

府
税
制
調
査
会
会
長
は
国
民
に

訴
え
た
。
そ
の
後
、
加
藤
氏
自

身

ρ
あ
あ
言
え
ば
一
般
の
人
に

わ
か
り
や
す
い
か
ら
H

と
言
っ

て
い
る
通
り
、
ウ
ソ
だ
っ
た
こ

と
が
、
今
日
か
ら
実
施
さ
れ
る

老
人
保
健
法
の
改
悪
を
み
て
も

分
る
f」

老
人
の
入
院
貨
が
一
日
四
百

円
か
ら
七
百
円
に
、
外
来
の
初

診
料
は
八
百
円
か
ら
千
円
に
な

っ
た
。
ま
た
、
政
府
が
高
齢
化

対
策
と
し
て
打
ち
出
し
た
「
ゴ

ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」
(
高
齢
者
保

健
福
祉
推
進
叩
カ
年
戦
略
)
も
、

消
費
税
収
の
二
%
し
か
使
わ
れ

な
U
。
「
何
に
消
費
税
が
使
わ
れ
て

い
る
の
か
。
法
人
税
の
減
税
と

軍
拡
だ
」

大
手
十
社
で
約
千
三
百
億
円

(
引
年
度
)
が
減
税
さ
れ
て
い

る
。
今
年
度
の
国
家
予
算
で
は

防
衛
費
二
働
、
米
国
へ
の
思
い

や
り
予
算
が
一
五
悌
も
増
え
て

い
る
こ
と
か
ち
も
明
白
だ
。

政
・
財
界
の
閣
で
は
、
三
%

か
ろ
一

O
傷
、
さ
ち
に
は
一
五

め
へ
と
消
費
税
の
大
幅
ア
ッ
プ

の
声
が
出
始
め
て
い
る
。

「
金
丸
前
自
民
党
劃
総
裁
の

巨
額
不
正
蓄
財
は
、
国
の
予
算

で
あ
る
公
共
事
業
費
を
大
手
建

設
会
社
で
分
け
あ
い
、
そ
の
見

返
り
と
し
て
受
け
取
っ
た
ヤ
ミ

献
金
で
、
元
を
た
だ
せ
ば
非
課

税
世
帯
や
、
年
金
生
活
か
ち
も

取
り
た
て
た
消
費
税
を
含
む
税

金
な
の
だ
f
弱
い
者
い
じ
め
の

消
費
税
を
廃
止
し
よ
う
」
と
い

う
も
の
。

ま
た
、
衆
議
院
議
長
、
参
議

院
議
長
へ
の
「
消
費
税
の
廃
止

と
食
料
品
非
課
税
を
求
め
る
請

願
書
」
の
署
名
も
行
っ
た
。

!
 

aa--符
‘
i
 

FJ''B.‘電，，

真
の
「
和
解
」
を
求
め
て

韓
国
、
北
朝
鮮
、
日
本
の

女
性
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

韓
国
、
北
朝
鮮
、
日
本
の
女

性
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア

ジ
ア
の
平
和
と
女
性
の
役
割
」

の
第
四
回
が
四
月
二
十
四
日
、

東
京
で
聞
か
れ
る
。

一
昨
年
の
五
月
、
分
断
の
壁

を
越
え
南
北
朝
鮮
の
女
性
た
ち

が
日
本
の
地
で
は
じ
め
て
出
あ

い
、
一
堂
に
会
レ
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
い
た
。
以
来
、
ソ
ウ

ル
(
剖
年
日
月
)
、
ピ
ョ
ン
ヤ

ン
(
位
年
9
月
)
と
開
催
さ
れ

は
じ
め
て
南
北
朝
鮮
の
女
性
た

ち
が
、
正
式
に
板
門
屈
を
越
え

政
府
の
姿
勢
正
す

た
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
己

れ
に
つ
づ
く
第
四
回
目
で
、
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
「
日
本

・
南
北
朝

鮮
・
真
の
和
解
を
求
め
て
」
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
朝
鮮
民
族

の
分
断
へ
の
日
本
の
責
任
を
考

え
、
共
通
の
課
題
と
し
て
日
本

政
府
の
姿
勢
を
た
だ
そ
う
と
い

う
趣
旨
だ
。

韓
国
か
ち
の
ゲ
ス
ト
は
、
第

一
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

し
た
李
愚
貞
、
事
貞
玉
、
李
効

再
さ
ん
の
ほ
か
、
朴
純
金
さ
ん

4
月
M
目
、
東
京
で
開
催

(
韓
国
教
会
女
性
連
合
会
長
)
、

金
允
玉
さ
ん
(
キ
リ
ス
ト
教
女

性
平
和
研
究
院
々
長
)
の
五
人
。

北
朝
鮮
か
ら
の
ゲ
ス
ト
は
ま
だ

確
定
し
て
い
な
い
が
、
第
一
回

に
来
日
し
た
呂
燕
九
さ
ん
が
参

加
す
る
の
は
確
実
で
、
全
部
で

や
は
り
五
人
。
そ
の
ほ
か
に
、

南
北
か
ち
、
元
H

従
軍
慰
安
婦
H

た
ち
数
人
が
参
加
、
日
本
政
府

に
対
し
共
同
の
行
動
を
と
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

「
日
本
の
植
民
地
支
配
、
戦

争
資
任
と
戦
後
補
償
、
そ
し
て

ア
ジ
ア
の
平
和
、
朝
鮮
の
統

一

実
現
の
た
め
に
日
本
人
は
伺
が

で
き
る
の
か
を
真
剣
に
考
-
え
た

、、人間と性"を考える話題の総合情報誌

Sdiialltv exU311lV 
ヒューマン・セクシュアリティ ・J

・編集長・村源幸浩・
・企画踊掴・"人間と性“朝両研究儲櫛会
・季刊U851四1)'12日頁・定価1~日日円{除込}

特集暮らしの中から性別役割を
見つめ直す

歯lI!畏対桜暮らしのItの「工ロスJ そr;>.ト困申富美子

符集縄文女ガ「結I1ILやr出産」を迷う七つの理由
吉康紀代子

.特集ルボ暮らしの中から「住JlIM宜~)，を問い直す
三井冨糞代+草野いづみ

.r_らしさJ怪差佐役~)，を考える療業

・時の~題!こ迫る 1d:t"r工イズ宣君Jをしたのか
*連銀 コミックで続む錯綜する愛と怪 阪本白
雷雲現代人の住と笠 カウンセリングの窓口
から奈良事事祥抱

*溜外レポート ストックホルムサンフランシ
スコ ワシントンバンコク

9雪性愛から切り駿されだ生殖
8号性情報・性文化の現況と「表現の自由」と
7号新教科書ガもだらすもの{摺刷}
6号シルバー工イジの豊か芯牲と笠
4号エイズの現在と近未来(溜刷)

はるか書房
*話題の新刊*

-母からの22通の手紙

自立していく息子ヘ
天野寛子(昭和女子大学教短)馨 1649円

東山書房 ・定期附・チラシ
のお申込みは下記へ

帯 104東京都中央区新1112-2-1-708含 03(3553) 8358 
帯 615京都市右京区山之内大町5・3念日75(841l927日

10号 〈新干IJ)

[発行ーはるか・房]
i必京千代田区=崎町丁2- 13 -1 tr03~3264-6898

T発売=墨雲i土
*京文京区小石川 15-19~25 tr03-3947-1021 

今日求められゐヲヲ性像とは 0 女性との住

吉??j許鍛えj話?ノ主主島理??217長
ノ1ある男性になるよう匂った母プJ• らの手紙。

・エロスと結婚のゆくえをさぐる

性のユマニスム
佐藤和夫(干葉大学助教綬)著 1545同

人間jらしさの次元カ.a、こんなに平易な話
。口で性が興住によって治られた初めての
広。又字通り眼カ 3らワロコの-fHl .ft平より

中・高生から大人まで元気になる本、完結 H

がんばれ女の子シリーズ
魔女つ子くらぶ作 ・全 3巻各巻1339月
~思いっきり、マイウェイ It~新刊発売
事わたしらしく、愛と性 感動の便り続々
1“女だから"のふしぎ 絶賞作1刷l発売中

モ
ヒ
カ
ン
族
の
最
後

…

庖
J
-
F
・ク
l
パ
l
作
/
N
・C
・
-
エ
ス
函
/
足
立
震
/
定
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0
田
2
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頁

削

室
田
小
学
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上

級

か

ら

泊

F

眼

目

館

民

族

蓄

え

、

霊

童

え

て

妻

が

結

ぼ

れ

て

日

ぐ

グ

幼

恥

湖

付

渚

矧

外

賠

胤

福

叩

世

紀

中

葉
、
戸
メ
リ
ヵ

フ

ヒ

園

u

s東
北
部
ハ
ド
ソ
ン
川
の
流

川

改

蝕

f
w

F
亡

、

減

で

展

開

さ

れ

る

先

住

民

引

方

ほ

中

州

一
九
リ
渇
映
J
1

族

の

悲

衰

と

回

目

険

の

一

大

門

メ

劇

上

-u

薗

ア

本

て

干

ド

ラ

マ
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映

が

自

に
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.内容見本塁全燭係ヘ

名
も
な
い
女

ωwい
ωち
u
の
記
録
y-

田

本

の

…………一一一一………一…………一一一一一一…

一一食
生
活
全
集

学
校
一に
行
ぷ
犯
行
ぷ
…全
一一一回おい夜九
一主
将~…

原
因
正
文
草
色
.
保
健
室
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
小
児
・
思
春
期
専
門
清
伸
科
医

の
著
者
の
豊
富
な
事
例
と

Q
S
A
て
子
と
も
の
心
に
迫
る
富
。
*
1
3
0
0円

食べ…
…ぁ
…わ
せ
…一健
康
法

同
唱
尾
着
著
添
加
物
や
農
薬
の
除
蜜
・
終
審
に
効
果
の
あ
る
、
調
湿
の
下
こ
し

ら
え
や
栄
養
素
の
句
み
合
わ
せ
の
基
本
を
ベ
テ
ラ
ン
か
説
く
。

ホ
1
3
0
0円

母
権
と
父
権
一
の
文
化
史

市
川
茂
孝
著

・
母
御
信
仰
か
ら
代
理
由
-
ま
て
遅
れ
勧
く
親
と
し
て
の
「
男
女
平

等
』
を
宗
教
、
得
謡
、
文
学
怠
と
の
豊
富
芯
釘
私
か
ら
読
み
信
く
c
*
1
9
0
0司

令
r量

お z手
揃二
4 ぜ
?ひ、、
だ
毛主

金
で
誓
り
し
て
い
る
高
齢
者
は

苦
し
く
、
卜
ウ
フ
屋
に
「
一
丁

買
え
な
い
の
で
ト
ウ
フ
を
半
丁

に
し
て
売
っ
て
く
れ
な
い
か
」

と
い
う
状
況
に
ま
で
追
い
込
ま

れ
て
い
る
。
自
民
党
政
府
は
、

消
費
税
導
入
に
よ
っ
て
物
価
が

消
費
税
が
導
入
さ
れ
て
五
年
よ
る
の
は
、
導
入
し
た
年
に
約

自
の
四
月
一
目
、
新
日
本
婦
人
二
婦
と
言
っ
て
い
た
が
、
年
々

の
会
、
大
型
間
接
税

・
マ
ル
優
上
昇
。
三
年
自
に
は
三

・
三
物

廃
止
反
対
各
界
連
絡
会
は
、
東
も
よ
昇
す
る
な
ど
、
消
白
税
導

京
・
新
宿
駅
西
口
で
、
消
費
税
入
は
物
価
上
昇
の
引
き
金
に
な

廃
止
、
特
に
食
料
品
へ
の
非
課
っ
た
。

税
を
緊
急
に
実
施
せ
よ
と
道
ゆ
「
昔
、
人
頭
税
が
あ
り
、
悪

山山中日

く
人
に
訴
え
た
。

税

だ

と

し

て

廃

止

さ

れ

た

が

、

た
瀬

訴
え
は
|
|
梢
白
税
の
導
入
消
賀
税
は
、
こ
の
人
頭
税
と
同

体
岩
の
に

は
、
国
民
の
七
割
の
人
が
「
家
じ
だ
」

員
胸
計
が
苦
し
く
な
っ
た
」
と
訴
え
「
消
費
税
は
、
高
齢
化
社
会

議
を

J

、
多
量

て
い
る
。
特
に
低
所
得
者
や
年
に
向
け
、
老
人
福
祉
の
充
実
を

川
川
川
山
山
山
山
山
川
川
川
山
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川

1

=一月は
花
咲
く
季
節
。
郊
外
に
出
や
ア
メ
リ
カ
等
)
に
子
供
を
留
学
さ

川

川

棚

川

川

州

川

州

川

州

山

訓

訓

州

削

洲

町

訓

話

、

畑

の

ア

ー

モ

ン

ド

や

話

せ

て

い

る

場

合

な

ど

は

、

大

変

で

す

。

川

町

ブ

白

川
一

体

呉
川

山

州

wq州H-E
v
川

JOい
論

明
一世

川

問

。
桜
も
も
う
す
ぐ
咲
く
こ
と
で
し
蓄
と
生
活
路
の
送
金
で
親
は
真
っ

州

J
Z
P
G
E

て

旦

名

手

層

一

一

一

一

回

ょ
う
。
ロ
l
マ
市
南
部
の
エ
ウ
ル
に
背
(
望
日
本
等
か
ら
買
物
に
来
れ

川

川

三
月
八
日
は
「
ジ
ヨ
ル
ノ
デ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
「
女
性
の
臼

・
な
ん
で
も
つ
言
葉
だ
け
だ
し

。

あ
る
人
議
霊
長
、
日
本
か
ら
ば
、
割
安
感
は
あ
る
で
し
ょ
う
ね
)

O

M

川

ド
ン
ナ
」
、
女
性
の
臼
で
し
た
。
街
将
リ
メ
ニ
「
」
だ
の
「
女
性
の
日

・

家
庭
の
中
で
は
言
う
に
及
ま
ず
、
贈
ら
れ
た
と
い
う
桜
の
樹
が
沢
山
あ

日
本
の
政
界
は
さ
る
こ
と
な
が

川

川

こ
は
ミ
モ
ザ
の
黄
色
い
花
が
溢
れ
、
デ
戸
!
と
ダ
ン
ス
」
だ
の
が
用
意
住
者
で
も
、
女
性
の
果
た
す
詰
る
公
園
が
あ
り
ま
す
。
花

量

2
ら
、
イ
タ
リ
ア
政
界
の
腐
敗
議
ぃ
。

川

川

男
性
は
女
性
に
対
し
て
「
オ
ゥ
ざ
さ
れ
、
女
性
パ
ワ
1
(お
さ
ん
パ
ま
非
常
こ
大
き
な
も
の
で
す
。
口
先
な
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
人
議
室
を
去
年
寄
れ
に
ミ
ラ
ノ
に
端
を
発
し

川

刷、』

J
V
¥
-
P

そ
ぞ
ろ
あ
る
さ
、
日
本
人
ま
お
弁
当
た
汚
職
の
発
党
は
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
一地

川

川

y
」
(
お
め
で
と
う
)
と
声
を
か
才
ワ
ー
か
も
し
れ
な
い
)
カ
あ
ち
こ
ち
だ
け
カ
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
男
性

-

L

州

ま
す
。
小
さ
な
男
の
子
を
ミ
モ
ザ
引
で
爆
発
し
て
い
ま
す
。
襲
、
警
箪
が
年
に

一
度
、
女
性
空
襲
の
を
ひ
ろ
げ
て
ナ
宴
会
。
物
珍
し
げ
に
方
政
治
か
ま
に
お
よ
び
、
ィ
タ

川

川

花
束
を
手
に
、
お
母
さ
ん
に
「
オ
ウ
の
女
性
ば
か
り
の
グ
ル
ー
プ
が
、
支
穿
」
示
す
の
は
惑
い
ア
イ
デ
ア
で
は
イ
タ
リ
ア
人
が
覗
き
込
み
、
中
に
は
リ
ア
政
界
は
大
騒
ぎ
で
す
。
そ
の
影

川

山

グ
リ
H

」
そ
し
て
ホ
ン
ペ
に
チ
ュ
。

お
そ
く
ま
で
レ
ス
ト
ラ
ン
で
騒
ぐ
引
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
「
女
性
の
臼
」
お
寿
司
を
つ
ま
ん
で
み
る
人
も
い
た
円
己
松
山
内
?
の
人
事
が

山

川

交
差
点
に
立
つ
物
売
り
た
ち
も
今
日

・ー

-

h

F

.

，
A

v

v

h

J

川

‘
二
・
冷
陣
ー
、
F
い
b
F
A
手当

-hb臥

l
レ

-h'

あ
わ
て
て
い
る
の
が
、
い
ま
ま
で

川

川

ば
か
り
は
ミ
モ
ザ
の
花
束
。
出
勤
前

、

ミ

エ

L

』ソ
Fuu
却
H
A
N
F悩
み

引

ブ

包

「
顔
」
で
仕
事
を
進
め
て
い
た
人
達
。

川

川

の
男
性
が
、
職
場
の
女
性
た
ち
の
た

-

、

-

一

〈

I
E
9
I
1
、
，

何
を
す
る
に
も
「
誰
か
」
揺
ら
な

川

川

め
に
ひ
と
東
ふ
た
束
と
買
っ
て
行
き

:
・

い
と
延
々
と
行
列
に
並
ん
だ
よ
に
印

川

一

訴
時
諮
問
日
必

三
月
八
日
は
「
女
性
の
日
」

詑
材
料
品
射
針

山

川

め

で

と

っ

」

と

い

わ

れ

る

だ

け

で

、

柄

。
い
き
お
い
、
手
続
き
代
行
常
奈
川

川

川

何
と
な
く
嬉
し
く
な
る
の
は
、
私
が
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
に
ミ
モ
ザ
の
花
が
っ
さ
も
の
な
の
か
り
し
て
。

む

仕

事

と

し

て

成

り

立

つ

沢

で

す

。
と

川

川

単
純
な
だ
け
か
し
ら
。

や
は
り
こ
れ
は
年
に
一
度
の
「
女
性
不
明
で
す
が
、
監
立
が
あ
れ
ば
調
べ
私
個
人
は
呑
気
な
イ
タ
リ
ア
生
活

乙
ろ
が
、
彼
ら
の
得
意
と
し
て
い
た

川

の
お
祭
り
」
な
の
で
し
ょ
う
。

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ミ
モ
ザ
の
を
満
喫
し
て
い
ま
す
が
、
イ
タ
リ
ア

「
臼
本
で
は
、
女
性
の
臼
に
何
を
在
、
ョ
l
ロ
y
パ
で
は
春
の
訪
れ
の
経
済
は
い
よ
い
よ
大
変
み
た
い
で
「
顔
」
が
き
か
な
く
な
る
と
と
つ
な

川

る
か
、
「
知
っ
て
い
る
係
官
が
居
な

川

す
る
の
?
」
と
尋
ね
ら
れ
、
)
ま
し
を
象
徴
す
る
の
か
、
人
気
の
あ
る
パ
す
。一ドル
が
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う

考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
色
の
タ
l
ン
の
ひ
と
つ
で
す
。
料
理
局
聞
に
千
百
J
か
ら
千
六
百
リ
ラ号

、

く

な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
溜
め
竺

川

日
」
な
ん
て
は
い
じ
ゃ
な
い
の
ム
国
す
る
も
の
だ
オ
で
も
、
ミ
モ
ザ

・
サ
ひ
ょ

っ
と
し
た
ら
二千リラ
近
く
に
な
つ
い
て
い
る
お
じ
さ
ん
は
、
き
?
と

州

購
入
デ
l
」
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
ラ
ダ
や
ミ
モ
引
・
ケ
ー
キ
、
ミ
モ
ザ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
も
あ
る
明
日
か
ら
新
し
い
人
間
関
係
を
つ
く

川

特
別
何
が
あ
る
択
で
も
な
い
二一一
月

・
カ
ク
テ
ル

(シ
ャ
ン
ペ
ン
に
オ
レ
位
。
イ
タ
リ
ア
閣
内
で
リ
ラ
だ
け
で
る
の
に
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
誌
や
す
の

川

一
言
語
襲
り
だ
け
れ
ど
「
女
性
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
を
ま
ぜ
た
も
の
)
等
生
活
し
て
い
る
分
に
は
よ
い
の
で
す
で
し
ょ
う
。

川

の
臼
」
で
は
な
い
し
、
「
女
正
月
」
々
。

が
、
私
の
ま
わ
り
で
も
外
国

(
日
本

女
9
年
の
歳
月
を
要
し
て
、
全
巻
堂
々
と
完
結
し
ま
し
た
。

女
出
身
県
や
お
住
ま
い
県
だ
け
で
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
た
さ
い
。

肯
お
近
く
の
公
共
図
書
館
へ
、
蔵
書
を
お
縫
め
く
た
さ
い
c

・
最
終
回
相
・
日

日
本
の
食
事
事
典
!
日
と
し
て
好
評
発

売
中
/
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本紙は女性12よる平和と平等を推進します

1993年 4月 10日

例議議選遺言雲

回

覧

「
正
義
の
回
復
」
求
め
る

「
支
援
の
集
い
」
で
ア
ピ
ー
ル

佐
川
事
件
の
徹
底
糾
明
を

政
治
家
の
一

行
動
を
行
っ
た
。

呼
ひ
か
り
た
の
は
、
昨
年
九

月
か
ら
東
京

・
渋
谷
駅
前
で
抗

議
活
動
を
続
け
て
い
る
「
佐
川

究
明
r・学
生

・
市
民

・
議
員
の

会」

。
メ
ン
バ
ー
の
岩
瀬
房
子

さ
ん
(
六
九
)
日
戦
争
へ
の
道
を
許

さ
な
い
北
・
板
橋
・
豊
島
の
女

た
ち
の
会
H
は
、
「
与
野
党
な

れ
合
い
、
議
員
抜
き
」
の
証
人

唄
聞
に
抗
議
し
、
三
月
二
十
九

日
か
ら
ハ
ン
ガ
ー

-
ス
ト
ラ
イ

キ
に
入
っ
た
。

昼
前
、
参
議
院
議
員
会
館
前

「
政
治
家
の
二
枚
舌
を
ひ
っ

乙
ぬ
り
f
」
|
|
佐
川
急
便
事

件
に
闘
し
、
参
議
院
で
H

議
員

抜
き
N

の
証
人
喚
問
が
行
わ
れ

た
一
目
、
事
件
の
徹
底
糾
明
を

求
め
る
市
民
ら
約
五
十
人
が
、

国
会
付
近
で
ρ
怒
り
H

の
請
願

一
枚
舌
を
許
す
な

に
集
合
し
た
参
加
者
は
「
証
人

喚
問
は
最
後
の
幕
引
き
?
国
民

は
見
て
い
る
ぞ
」
な
ど
と
大
歯

し
た
ゼ
y
ケ
ン
を
男
に
ま
と

い
、
周
辺
を
ブ
ラ
ブ
ラ
歩
き
。

参
議
院
議
員
面
会
所
前
で
、
請

願
行
動
に
移
っ
た
。

ハ
ン
ス
ト
四
日
目
、
声
が
出

に
く
く
な
っ
た
と
い
う
…
E
瀬
さ

ん
は
、
恩
師

・
市
川
房
枝
さ
ん

の
写
真
を
胸
に
「
怒
り
に
堪
え

か
ね
ハ
ン
ス
ト
を
決
意
し
た
。

小
選
挙
区
制
導
入
な
ど
、
ま
や

か
し
の
『
政
治
改
革
』
は
も
う

た
く
さ
ん
。
国
民
が
何
よ
り
望

ん
で
い
る
の
は
、
悪
い
乙
と
を

し
た
人
が
二
度
と
議
員
に
な
れ

消
費
税
の
廃
止
を
訴
え
る

食
品
非
課
税
の
緊
急
実
施
を

図
る
た
め
と
政
府
や
加
藤
寛
政

府
税
制
調
査
会
会
長
は
国
民
に

訴
え
た
。
そ
の
後
、
加
藤
氏
自

身

ρ
あ
あ
言
え
ば
一
般
の
人
に

わ
か
り
や
す
い
か
ら
H

と
言
っ

て
い
る
通
り
、
ウ
ソ
だ
っ
た
こ

と
が
、
今
日
か
ら
実
施
さ
れ
る

老
人
保
健
法
の
改
悪
を
み
て
も

分
る
f」

老
人
の
入
院
貨
が
一
日
四
百

円
か
ら
七
百
円
に
、
外
来
の
初

診
料
は
八
百
円
か
ら
千
円
に
な

っ
た
。
ま
た
、
政
府
が
高
齢
化

対
策
と
し
て
打
ち
出
し
た
「
ゴ

ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」
(
高
齢
者
保

健
福
祉
推
進
叩
カ
年
戦
略
)
も
、

消
費
税
収
の
二
%
し
か
使
わ
れ

な
U
。
「
何
に
消
費
税
が
使
わ
れ
て

い
る
の
か
。
法
人
税
の
減
税
と

軍
拡
だ
」

大
手
十
社
で
約
千
三
百
億
円

(
引
年
度
)
が
減
税
さ
れ
て
い

る
。
今
年
度
の
国
家
予
算
で
は

防
衛
費
二
働
、
米
国
へ
の
思
い

や
り
予
算
が
一
五
悌
も
増
え
て

い
る
こ
と
か
ち
も
明
白
だ
。

政
・
財
界
の
閣
で
は
、
三
%

か
ろ
一

O
傷
、
さ
ち
に
は
一
五

め
へ
と
消
費
税
の
大
幅
ア
ッ
プ

の
声
が
出
始
め
て
い
る
。

「
金
丸
前
自
民
党
劃
総
裁
の

巨
額
不
正
蓄
財
は
、
国
の
予
算

で
あ
る
公
共
事
業
費
を
大
手
建

設
会
社
で
分
け
あ
い
、
そ
の
見

返
り
と
し
て
受
け
取
っ
た
ヤ
ミ

献
金
で
、
元
を
た
だ
せ
ば
非
課

税
世
帯
や
、
年
金
生
活
か
ち
も

取
り
た
て
た
消
費
税
を
含
む
税

金
な
の
だ
f
弱
い
者
い
じ
め
の

消
費
税
を
廃
止
し
よ
う
」
と
い

う
も
の
。

ま
た
、
衆
議
院
議
長
、
参
議

院
議
長
へ
の
「
消
費
税
の
廃
止

と
食
料
品
非
課
税
を
求
め
る
請

願
書
」
の
署
名
も
行
っ
た
。

!
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真
の
「
和
解
」
を
求
め
て

韓
国
、
北
朝
鮮
、
日
本
の

女
性
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

韓
国
、
北
朝
鮮
、
日
本
の
女

性
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア

ジ
ア
の
平
和
と
女
性
の
役
割
」

の
第
四
回
が
四
月
二
十
四
日
、

東
京
で
聞
か
れ
る
。

一
昨
年
の
五
月
、
分
断
の
壁

を
越
え
南
北
朝
鮮
の
女
性
た
ち

が
日
本
の
地
で
は
じ
め
て
出
あ

い
、
一
堂
に
会
レ
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
い
た
。
以
来
、
ソ
ウ

ル
(
剖
年
日
月
)
、
ピ
ョ
ン
ヤ

ン
(
位
年
9
月
)
と
開
催
さ
れ

は
じ
め
て
南
北
朝
鮮
の
女
性
た

ち
が
、
正
式
に
板
門
屈
を
越
え

政
府
の
姿
勢
正
す

た
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
己

れ
に
つ
づ
く
第
四
回
目
で
、
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
「
日
本

・
南
北
朝

鮮
・
真
の
和
解
を
求
め
て
」
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
朝
鮮
民
族

の
分
断
へ
の
日
本
の
責
任
を
考

え
、
共
通
の
課
題
と
し
て
日
本

政
府
の
姿
勢
を
た
だ
そ
う
と
い

う
趣
旨
だ
。

韓
国
か
ち
の
ゲ
ス
ト
は
、
第

一
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

し
た
李
愚
貞
、
事
貞
玉
、
李
効

再
さ
ん
の
ほ
か
、
朴
純
金
さ
ん

4
月
M
目
、
東
京
で
開
催

(
韓
国
教
会
女
性
連
合
会
長
)
、

金
允
玉
さ
ん
(
キ
リ
ス
ト
教
女

性
平
和
研
究
院
々
長
)
の
五
人
。

北
朝
鮮
か
ら
の
ゲ
ス
ト
は
ま
だ

確
定
し
て
い
な
い
が
、
第
一
回

に
来
日
し
た
呂
燕
九
さ
ん
が
参

加
す
る
の
は
確
実
で
、
全
部
で

や
は
り
五
人
。
そ
の
ほ
か
に
、

南
北
か
ち
、
元
H

従
軍
慰
安
婦
H

た
ち
数
人
が
参
加
、
日
本
政
府

に
対
し
共
同
の
行
動
を
と
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

「
日
本
の
植
民
地
支
配
、
戦

争
資
任
と
戦
後
補
償
、
そ
し
て

ア
ジ
ア
の
平
和
、
朝
鮮
の
統

一

実
現
の
た
め
に
日
本
人
は
伺
が

で
き
る
の
か
を
真
剣
に
考
-
え
た

、、人間と性"を考える話題の総合情報誌
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名
も
な
い
女

ωwい
ωち
u
の
記
録
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田

本

の
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一一食
生
活
全
集

学
校
一に
行
ぷ
犯
行
ぷ
…全
一一一回おい夜九
一主
将~…

原
因
正
文
草
色
.
保
健
室
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
小
児
・
思
春
期
専
門
清
伸
科
医

の
著
者
の
豊
富
な
事
例
と

Q
S
A
て
子
と
も
の
心
に
迫
る
富
。
*
1
3
0
0円

食べ…
…ぁ
…わ
せ
…一健
康
法

同
唱
尾
着
著
添
加
物
や
農
薬
の
除
蜜
・
終
審
に
効
果
の
あ
る
、
調
湿
の
下
こ
し

ら
え
や
栄
養
素
の
句
み
合
わ
せ
の
基
本
を
ベ
テ
ラ
ン
か
説
く
。

ホ
1
3
0
0円

母
権
と
父
権
一
の
文
化
史

市
川
茂
孝
著

・
母
御
信
仰
か
ら
代
理
由
-
ま
て
遅
れ
勧
く
親
と
し
て
の
「
男
女
平

等
』
を
宗
教
、
得
謡
、
文
学
怠
と
の
豊
富
芯
釘
私
か
ら
読
み
信
く
c
*
1
9
0
0司

令
r量

お z手
揃二
4 ぜ
?ひ、、
だ
毛主

金
で
誓
り
し
て
い
る
高
齢
者
は

苦
し
く
、
卜
ウ
フ
屋
に
「
一
丁

買
え
な
い
の
で
ト
ウ
フ
を
半
丁

に
し
て
売
っ
て
く
れ
な
い
か
」

と
い
う
状
況
に
ま
で
追
い
込
ま

れ
て
い
る
。
自
民
党
政
府
は
、

消
費
税
導
入
に
よ
っ
て
物
価
が

消
費
税
が
導
入
さ
れ
て
五
年
よ
る
の
は
、
導
入
し
た
年
に
約

自
の
四
月
一
目
、
新
日
本
婦
人
二
婦
と
言
っ
て
い
た
が
、
年
々

の
会
、
大
型
間
接
税

・
マ
ル
優
上
昇
。
三
年
自
に
は
三

・
三
物

廃
止
反
対
各
界
連
絡
会
は
、
東
も
よ
昇
す
る
な
ど
、
消
白
税
導

京
・
新
宿
駅
西
口
で
、
消
費
税
入
は
物
価
上
昇
の
引
き
金
に
な

廃
止
、
特
に
食
料
品
へ
の
非
課
っ
た
。

税
を
緊
急
に
実
施
せ
よ
と
道
ゆ
「
昔
、
人
頭
税
が
あ
り
、
悪

山山中日

く
人
に
訴
え
た
。

税

だ

と

し

て

廃

止

さ

れ

た

が

、

た
瀬

訴
え
は
|
|
梢
白
税
の
導
入
消
賀
税
は
、
こ
の
人
頭
税
と
同

体
岩
の
に

は
、
国
民
の
七
割
の
人
が
「
家
じ
だ
」

員
胸
計
が
苦
し
く
な
っ
た
」
と
訴
え
「
消
費
税
は
、
高
齢
化
社
会

議
を

J

、
多
量

て
い
る
。
特
に
低
所
得
者
や
年
に
向
け
、
老
人
福
祉
の
充
実
を

川
川
川
山
山
山
山
山
川
川
川
山
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川

1

=一月は
花
咲
く
季
節
。
郊
外
に
出
や
ア
メ
リ
カ
等
)
に
子
供
を
留
学
さ

川

川

棚

川

川

州

川

州

川

州

山

訓

訓

州

削

洲

町

訓

話

、

畑

の

ア

ー

モ

ン

ド

や

話

せ

て

い

る

場

合

な

ど

は

、

大

変

で

す

。

川

町

ブ

白

川
一

体

呉
川

山

州

wq州H-E
v
川

JOい
論

明
一世

川

問

。
桜
も
も
う
す
ぐ
咲
く
こ
と
で
し
蓄
と
生
活
路
の
送
金
で
親
は
真
っ

州

J
Z
P
G
E

て

旦

名

手

層

一

一

一

一

回

ょ
う
。
ロ
l
マ
市
南
部
の
エ
ウ
ル
に
背
(
望
日
本
等
か
ら
買
物
に
来
れ

川

川

三
月
八
日
は
「
ジ
ヨ
ル
ノ
デ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
「
女
性
の
臼

・
な
ん
で
も
つ
言
葉
だ
け
だ
し

。

あ
る
人
議
霊
長
、
日
本
か
ら
ば
、
割
安
感
は
あ
る
で
し
ょ
う
ね
)

O

M

川

ド
ン
ナ
」
、
女
性
の
臼
で
し
た
。
街
将
リ
メ
ニ
「
」
だ
の
「
女
性
の
日

・

家
庭
の
中
で
は
言
う
に
及
ま
ず
、
贈
ら
れ
た
と
い
う
桜
の
樹
が
沢
山
あ

日
本
の
政
界
は
さ
る
こ
と
な
が

川

川

こ
は
ミ
モ
ザ
の
黄
色
い
花
が
溢
れ
、
デ
戸
!
と
ダ
ン
ス
」
だ
の
が
用
意
住
者
で
も
、
女
性
の
果
た
す
詰
る
公
園
が
あ
り
ま
す
。
花

量

2
ら
、
イ
タ
リ
ア
政
界
の
腐
敗
議
ぃ
。

川

川

男
性
は
女
性
に
対
し
て
「
オ
ゥ
ざ
さ
れ
、
女
性
パ
ワ
1
(お
さ
ん
パ
ま
非
常
こ
大
き
な
も
の
で
す
。
口
先
な
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
人
議
室
を
去
年
寄
れ
に
ミ
ラ
ノ
に
端
を
発
し

川

刷、』

J
V
¥
-
P

そ
ぞ
ろ
あ
る
さ
、
日
本
人
ま
お
弁
当
た
汚
職
の
発
党
は
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
一地

川

川

y
」
(
お
め
で
と
う
)
と
声
を
か
才
ワ
ー
か
も
し
れ
な
い
)
カ
あ
ち
こ
ち
だ
け
カ
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
男
性

-

L

州

ま
す
。
小
さ
な
男
の
子
を
ミ
モ
ザ
引
で
爆
発
し
て
い
ま
す
。
襲
、
警
箪
が
年
に

一
度
、
女
性
空
襲
の
を
ひ
ろ
げ
て
ナ
宴
会
。
物
珍
し
げ
に
方
政
治
か
ま
に
お
よ
び
、
ィ
タ

川

川

花
束
を
手
に
、
お
母
さ
ん
に
「
オ
ウ
の
女
性
ば
か
り
の
グ
ル
ー
プ
が
、
支
穿
」
示
す
の
は
惑
い
ア
イ
デ
ア
で
は
イ
タ
リ
ア
人
が
覗
き
込
み
、
中
に
は
リ
ア
政
界
は
大
騒
ぎ
で
す
。
そ
の
影

川

山

グ
リ
H

」
そ
し
て
ホ
ン
ペ
に
チ
ュ
。

お
そ
く
ま
で
レ
ス
ト
ラ
ン
で
騒
ぐ
引
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
「
女
性
の
臼
」
お
寿
司
を
つ
ま
ん
で
み
る
人
も
い
た
円
己
松
山
内
?
の
人
事
が

山

川

交
差
点
に
立
つ
物
売
り
た
ち
も
今
日

・ー

-

h

F

.

，
A

v

v

h

J

川

‘
二
・
冷
陣
ー
、
F
い
b
F
A
手当

-hb臥

l
レ

-h'

あ
わ
て
て
い
る
の
が
、
い
ま
ま
で

川

川

ば
か
り
は
ミ
モ
ザ
の
花
束
。
出
勤
前

、

ミ

エ

L

』ソ
Fuu
却
H
A
N
F悩
み

引

ブ

包

「
顔
」
で
仕
事
を
進
め
て
い
た
人
達
。

川

川

の
男
性
が
、
職
場
の
女
性
た
ち
の
た

-

、

-

一

〈

I
E
9
I
1
、
，

何
を
す
る
に
も
「
誰
か
」
揺
ら
な

川

川

め
に
ひ
と
東
ふ
た
束
と
買
っ
て
行
き

:
・

い
と
延
々
と
行
列
に
並
ん
だ
よ
に
印

川

一

訴
時
諮
問
日
必

三
月
八
日
は
「
女
性
の
日
」

詑
材
料
品
射
針

山

川

め

で

と

っ

」

と

い

わ

れ

る

だ

け

で

、

柄

。
い
き
お
い
、
手
続
き
代
行
常
奈
川

川

川

何
と
な
く
嬉
し
く
な
る
の
は
、
私
が
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
に
ミ
モ
ザ
の
花
が
っ
さ
も
の
な
の
か
り
し
て
。

む

仕

事

と

し

て

成

り

立

つ

沢

で

す

。
と

川

川

単
純
な
だ
け
か
し
ら
。

や
は
り
こ
れ
は
年
に
一
度
の
「
女
性
不
明
で
す
が
、
監
立
が
あ
れ
ば
調
べ
私
個
人
は
呑
気
な
イ
タ
リ
ア
生
活

乙
ろ
が
、
彼
ら
の
得
意
と
し
て
い
た

川

の
お
祭
り
」
な
の
で
し
ょ
う
。

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ミ
モ
ザ
の
を
満
喫
し
て
い
ま
す
が
、
イ
タ
リ
ア

「
臼
本
で
は
、
女
性
の
臼
に
何
を
在
、
ョ
l
ロ
y
パ
で
は
春
の
訪
れ
の
経
済
は
い
よ
い
よ
大
変
み
た
い
で
「
顔
」
が
き
か
な
く
な
る
と
と
つ
な

川

る
か
、
「
知
っ
て
い
る
係
官
が
居
な

川

す
る
の
?
」
と
尋
ね
ら
れ
、
)
ま
し
を
象
徴
す
る
の
か
、
人
気
の
あ
る
パ
す
。一ドル
が
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う

考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
色
の
タ
l
ン
の
ひ
と
つ
で
す
。
料
理
局
聞
に
千
百
J
か
ら
千
六
百
リ
ラ号

、

く

な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
溜
め
竺

川

日
」
な
ん
て
は
い
じ
ゃ
な
い
の
ム
国
す
る
も
の
だ
オ
で
も
、
ミ
モ
ザ

・
サ
ひ
ょ

っ
と
し
た
ら
二千リラ
近
く
に
な
つ
い
て
い
る
お
じ
さ
ん
は
、
き
?
と

州

購
入
デ
l
」
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
ラ
ダ
や
ミ
モ
引
・
ケ
ー
キ
、
ミ
モ
ザ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
も
あ
る
明
日
か
ら
新
し
い
人
間
関
係
を
つ
く

川

特
別
何
が
あ
る
択
で
も
な
い
二一一
月

・
カ
ク
テ
ル

(シ
ャ
ン
ペ
ン
に
オ
レ
位
。
イ
タ
リ
ア
閣
内
で
リ
ラ
だ
け
で
る
の
に
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
誌
や
す
の

川

一
言
語
襲
り
だ
け
れ
ど
「
女
性
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
を
ま
ぜ
た
も
の
)
等
生
活
し
て
い
る
分
に
は
よ
い
の
で
す
で
し
ょ
う
。

川

の
臼
」
で
は
な
い
し
、
「
女
正
月
」
々
。

が
、
私
の
ま
わ
り
で
も
外
国

(
日
本

女
9
年
の
歳
月
を
要
し
て
、
全
巻
堂
々
と
完
結
し
ま
し
た
。

女
出
身
県
や
お
住
ま
い
県
だ
け
で
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
た
さ
い
。

肯
お
近
く
の
公
共
図
書
館
へ
、
蔵
書
を
お
縫
め
く
た
さ
い
c

・
最
終
回
相
・
日

日
本
の
食
事
事
典
!
日
と
し
て
好
評
発

売
中
/

I
素
材
編
日

つ
く
り
方
食
べ
方
編

大
豆
料
理

4

干
、
大
根
料
理

2
千
種
な
と
全
国
各
地
の
食
文
化
事
輿
/

-
全
叩
巻
嫡
価
は
万

5
千
円
各
定
価
2
9
0
0
円

-
A
5判
上
製
・
本
文
平
均
刷
頁
・
カ
ラ
ー
口
絵
・
月
報
付

1
北
海
道
2
青
森
3
岩
手
4
宮
械
5
秋
田
6
山
形

7
福
島

B
茨
城
9
栃
木
川
群
馬
H
崎
玉
川
日
千
葉
旧
東
京
川
河
奈
川

日
新
潟
日
富
山
口
石
川
悶
福
井
悶
山
梨
叩
長
野
引
岐
阜
白

静
岡
自
愛
知
川
凶
三
重
お
滋
賀
空
京
都
U
大
阪
却
兵
庫
凶
奈

良
叩
和
田
畝
山
引
鳥
取
回
島
根
お
岡
山
初
広
島
お
山
口
お
徳

島
幻
香
川
河
愛
媛
型
高
知
初
値
岡
引
佐
賀
川
町
長
崎

ω能
本

“
大
分
必
宮
崎
将
鹿
児
島
U
沖
縄
相
ア
イ
ヌ
相
印
総
索
引
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「夫

(恋
人
)
か
ら
の
暴
力」

に
つ
い
て
の
詞
査
の
中
間
報

告
が
発
表
さ
れ、
多
く
の
女
性
が
夫
か
ら
深
刻
な
暴
力
を
受
け
、

し
か
も
そ
れ
を
誰
に
も
い
え
ず
に
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
む

こ

の
調
査
は

「
D
V
(
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
)
調
査

研
究
会
」
(
戒
能
民
江
、
角
田
由
紀
子
、
吉
浜
美
恵
子
さ
ん
ら

こ
と
を
薪
聞
等
で
知
り
、
ぜ
ひ

抽
出
き
た
い
と
自
ら
申
し
こ
ん
で

き
た
人
も
多
く
、
イ
ン
テ
リ
府

の
回
答
が
ふ
4

え
た
の
だ
ろ
う
。

七
百
九
十
五
人
中
、
実
(
恋
人
)

の
畏
力
を
受
け
た
人
は
六
百
二

十
四
人
、
(
身
体
的
思
力
四
六

し
ハ
、
心
思
的
録
カ
五
二
三
、
性

的
暴
力
四
七
一
一
。
ニ
趨
以
上
の

暴
力
を
受
け
た
人
も
多
い
)
。

自
分
の
受
け
た
暴
力
に
つ
い
て

訴
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
調

査
に
応
じ
た
人
が
多
い
と
思
わ、

調
査
は
女
性
団
体
や
福
祉
関

係
者
な
ど
に
依
頼
、
全
国
に
掬

杏
両
市
を
四
千
六
百
七
十
五
枚
配

布
、
八
百
七
枚
が
返
っ
て
き
た
。

う
ち
有
効
回
答
七
百
九
十
五
。

結
果
的
に
都
市
部
の
三
十
l
五

十
代
の
回
答
が
多
く
(
回
答
[
同

低
年
齢
二
十
歳
、
民
高
年
齢
八

十
歳
)
、
六
割
強
が
短
大
以
上

の
H
等
教
育
終
了
者
。
調
査
の

オストラリアのポ
スター。この下に電
話番号がのっており、
夫の暴力に悩む古性

が助けを革められる
ようになっている

八
人
の
女
性
で
結
成
)
が
一
九
九
二
年
の
七
月
か
り
十
二
月
に

か
け
七
行
っ
た
も
の
。
日
本
で
今
ま
で
こ
の
程
の
詞
査
は
全
く

な
く
、
家
庭
内
暴
力
(
夫
す
り
の
暴
力
〕
に
悩
み
苦
し
九
て
き

た
女
性
の
突出町一
が
は
じ
め
て
間
mrbか
に
さ
れ
た
と
い
え
る
。

れ
る
の
で
、
経
験
の
あ
る
人
の

率
が
多
い
の
は
当
然
だ
が
、
「
ほ

と
ん
ど
の
人
が
は
じ
め
て
こ
う

し
た
こ
と
軒
話
し
た
と
い
っ
て

足
で
け
ら
れ
た
(
=
二
四
〕
、

脇
を
つ
か
ん
で
ね
じ
り
あ
げ
ち

れ
た
(
二
六
回
)
の
頬
は
ザ
ラ
。

物
を
な
げ
つ
け
ら
れ
た
(
二
』
ハ

難
所
)
、
「
加
害
者
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
」
「
暴
力
者
を
箆
察

が
法
捕
し
、
刑
事
々
件
と
し
て

起
訴
す
る
」
等
を
訴
一
え
て
い
る
。

質
問
の
細
か
い
部
分
を
分
析

し
た
全
体
的
調
査
報
告
告
は
、

一
秋
と
ろ
ま
で
に
ま
と
め
る
予

引
{号

j

調
査
者
の
一
人
、
吉
浜
美
恵

都
子
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ

・
カ
リ
フ

怪
ォ
ル
ニ
ア
州
大
学
の
開
±
過
程

叫
に
い
る
ソ
1
シ
ャ
ル
ワ
l
カ
l

U

だ
が
「
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
七

す

O
年
以
降
問
越
が
明
ら
か
に
さ

知
れ
現
在
、
緊
急
避
難
所
が
全
米

援

で
千
二
百
も
で
き
た
が
た
り

い

る

。

家

庭

内

の

と

と

で

、

今

一

)

、

箇

を

し

め

-

ら

-

れ

た

と

に

移

っ

て

行

っ

た

と

い

う

人

も

イ

ラ

イ

ラ

し

て

い

た

」

(

ニ

二

組

ず

、

七

人

に

一

人

し

か

対

応

で

ま

で

全

く

お

お

い

隠

さ

一

れ

て

い

四

六

)

か

ら

、

は

て

は

刃

物

、

い

る

。

一

一

)

、

「

男

の

権

威

を

示

し

た

開

き

な

い

現

実

。

日

本

は

全

く

遅

た
事
実
が
は
じ
め
て
明
ら
か
に
薬
品
な
ど
生
命
の
危
険
の
あ
る
加
害
者
は
夫
が
四
百
一
人
で
か
っ
た
か
ち
」
(
ニ
♀
ハ
)
。

一三

-

れ

て

い

る

」

0

な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
注
目
レ
も
の
な
ど
。
「
就
寝
中
耳
に
熱
九
割
冠
く
、
恋
人
が
六
十
人
。
ふ
つ
う
男
が
寂
ね
と
い
う
と
る
」
(
工
L

七
〉
。
家
の
中
に
暴
力
解
決
の
た
め
に
ど
う
し
角
田
さ
ん
は
「
こ
の
調
査
で

て
ほ
し
い
三
一
望
者
の

一
人
、
雪
注
が
れ
た
こ
聖
展
望
者
と
ま
だ
同
居
し
て
い
る

H

酒
の
せ
い
μ

と
考
え
ら
れ
が
閉
じ
品
五
、
手
紙
を
無
断
た
ら
い
い
の
か
の
聞
に
は
三
百
日
本
で
実
宮
の
暴
力
が
あ

角
田
由
紀
子
弁
護
士
は
い
っ
て
で
外
に
追
い
出
さ
れ
た
」
と
い
人
が
五
割
以
土
。
き
ち
ん
と
薩
ち
だ
が
「
酔
っ
て
い
た
」
か
ら
で
開
封
さ
れ
た
り
、
大
切
に
し
人
以
上
の
入
が
「
社
会
的
関
心
る
と
と
が
は
っ
き
り
わ
か
っ

い
そ
う
恐
ろ
し
い
も
の
も
あ
る
:
ハ
婚
し
た
人
は
約
二
的
と
い
う
の
は
一
四
六
に
す
ぎ
な
て
い
る
も
め
を
拾
て
ら
れ
た
の
高
ま
り
」
、

「被
害
女
性
の
た
。
急
い
で
国
レ
ベ
ル
で
本
格

同
体
的
暴
力
の
夫
態
は
平
手
割
以
上
が
ケ
ガ
を
し
、
鼓
肢
が
加
古
者
は
あ
ら
ゆ
る
職
樋
に
い
。
「
全
く
わ
か
ら
な
い
」
も
り
、
と
い
司
た
隠
湿
な
い
や
が
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
、
的
調
査
に
と
り
く
ん
で
ほ
し

う
ち
、
げ
ん
こ
つ
(
一
一
一
九
七
)
、
破
れ
た
り
、
骨
折
、
火
傷
等
、
わ
た
り
、
医
者
が
十
三
人

、

大

四

十

九

人

。

ら

せ

も

目

立

つ

。

「

シ

ェ

ル

タ

(

か

り

こ

み

避

い

」

と

語

っ

て

い

た

。

ふ

5

3

5

3
ま
主
主
S

3

5

E

S
S

E

E

3

5
5

3
S

3
3

5
5

3
5
5苦
3

3

5

3

5

3
主
主
電
5

5

S吉
、
主
主
主
主
主
E

S
主
主
S

S
主
主
5
3
5
ミ
き
S
S草
s
i
s
s
s
s
s
s
s
i
ミ
S
S
5
5官
d

i

S
や幸
5
3
5
3
¥
S
S
E
E
S
E
E
S
5
3
5
5主
主
主
sh

剛
剛
剛
醐
剛
剛
剛
剛
剛

ル
o

虜
の
女
性
か
ら
の
手
紙
が
あ
っ
そ
れ
で
も
人
を
信
ず
る
気
持
ち
必
要
が
あ
一る
。
癌
れ
て
、
慣
れ
コ
ミ
三
一
ケ
l
シ
ョ
ン
を
図
つ
こ
と
、
一
人
ひ
と
り
の
生
命
の

同
制
剛
訓
酬
剛
酬
酬
剛

以
後
に
参
加
者
全
員
で
散
っ
た
o

は
失
わ
な
か
っ
た
[
|
と
。
て
真
ん
中
に
あ
る
個
人

・
人
権
て
い
く
こ
と
が
璽
硬
だ
と
。

E
さ
を
噂
重
し
あ
『
ヨ
」
と
の
大

仰
岬
酬
岬
岨
醐
酬
醐
酬

た

『
y
e
S
F
女
だ
か
ら
っ
て
現
在
彼
女
は
、
結
婚
を
し
、
差
別
綬
は
人
を
頭
む
こ
と
か
の
部
分
に
止
め
る
と
と
が
フ
ェ
「
女
性
問
題
と
い
う
の
は
、
切
さ
を
月
十
日
台
」
と
」
と
、
人
権

醐
醐
四
川
四
四
四
四

で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。

y
e
子
供
も
い
て
、
教
師
の
仕
事
を
ち
一
起
こ
る
。
自
分
の
限
界
を
知
ア
だ
」
議
固
い
、
女
性
も
男
性
ぷ
も
男
も
、
自
分
ら
し
く
鐙
か
と
個
性
の
尊
重
を
落
合
え
は

書
忌
宇
在
家
)
さ
ん
の
m
s
r
女
だ
か
ら
つ
で
遠
慮
し
ち
っ
た
時
、
自
分
よ
り
不
呂
志
人
も
沈
黙
を
破
百
て
、
話
し
合
い
、
に
生
き
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
訴
え
た
。

浦
野

美
智
子

A
''
i込

山

間

で

し

め

く

く

る

と

い

う

隅

ゃ

だ

め

だ

よ

。

光

る

命

は

み

な

を

見

る

こ

と

で

、

「

あ

の

人

よ

成

。

ひ

と

つ

』
が

印

象

的

。

り

ま

し

だ

」

と

考

足

、
充
実
感

地

一

冗

の

ア

マ

チ

ュ

ア

劇

団

と

活

に

弱

者

の

立

場

で

琴

吉

、

を

党

え

る

。

感

情

が

差

別

の

始

フ
労
l
ラ
ム
企
画
去
行
委
只
や
小
説
を
留
さ
続
け
て
い
る
落
合
ま
り
だ
主
落
合
さ
ん
は
言
、
っ
。

そ

の

仲

間

た

ち

に

よ

る

構

成

劇

さ

ん

は

、

「

記

併

の

感

受

性

」

「

人

が

百

人

い

れ

ば

、

学

歴

、

は
、
劇
と
ス
ラ
イ
ド
映
写
で
、

の

テ

!

?

で

鱗

演

。

地

位

、

価

値

観

が

み

な

遭

う

。

一

見

豊

か

に

見

え

る

現

代

社

会

「

私

は

、

ど

ん

な

場

で

を

自

そ

れ

に

上

下

、

優

劣

を

つ

け

る

の
一
問
題
点
を
女
性
の
視
点
か
ち
分
の
年
陥
を
明
ち
か
に
し
て
い
べ
き
で
は
な
い
。
一
人
は
同
じ

再

考

す

る

こ

と

を

提

案

。

楽

人

る

」

と

い

う

落

合

さ

ん

は

、

年

重

さ

で

存

在

す

る

こ

と

を

認

識

と

は

思

え

な

い

迫

力

の

あ

る

漏

齢

を

重

ね

る

た

ひ

に

摂

色

が

協

す

べ

き

。

ま

た

、

差

別

の

意

識

扱

て

、

女

性

問

題

の

本

質

を

楽

ま

り

、

広

が

り

を

も

っ

と

と

の

や

言

葉

は

再

生

産

さ

れ

る

も

の

し

く

分

か

り

ゃ

す

く

ア

ピ

紫

晴

ら

し

さ

を

語

り

、

「

だ

か

だ

か

ら

、
私
た
ち
大
人
に
間
任

4

九

民

遥

に

、

年

齢

と

と

も

に

人

の

が

あ

る

。

差

別

の

な

い

社

会

を

$
喧

痛

み

に

対

し

て

い

か

に

想

像

を

望

む

な

ら

関

わ

ね

ば

な

ら

な

i
且

ご

遣

し

く

働

か

せ

る

こ

と

が

で

き

い

」

ゆ

る

か

と

い

う

と

と

が

試

さ

れ

る

女

性

問

題

に

つ

い

て

は

斗

ど

臨

Eに
事

」

喜

一

つ

。

う

せ

言

語

し

で

も

分

か

ら

i
晶

め

稽

合

さ

ん

は

昨

年

、

自

伝

的

な

い

|

|

と

何

も

語

り

か

け

な

一
概
小
説
を
出
版
し
た
。
~

事

官

か

ら

い

の

は

不

誠

実

。

い

ま

時

計

の

J
?己
ま

ざ

主

主

反

併

が

専

ら

れ

撃

は

男

性

の

方

に

振

ら

れ

て

牛
胡
た
。
そ
の
中
に
拍
手
Z℃

別

部

活

出

い

る

が

、
女
性
の
方
に
も
援
る

傷
宮
罪
に
な
る
ケ
l
ス
も
多
い

の
に
、
始
ど
が
訴
え
る
ど
こ
ろ

か
、
医
者
に
も
得
つ
て
な
い
。

暴
力
は
一
回
き
り
だ
っ
た
と

い
う
人
も
二
割
強
い
る
が
、
別

れ
る
ま
で
続
い
た
人
が
三
割
近

く
、
今
も
続
い
て
い
る
人
は
一二

割
以
上
。
心
理
的
裂
刈
や
金
を

く
れ
な
い
と
い
っ
た
別
の
暴
力

学
教
授
が
九
人
い
る
。
暴
力
問

題
は
貧
日
や
地
位
、
学
歴
に
関

係
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

相
手
が
忌
力
を
ふ
る
っ
た
原

因
は
、
(
も
ち
ろ
ん
ふ
る
わ
れ

た
側
か
ら
の
推
定
だ
が
て
「
私

の
言
っ
た
こ
と
し
た
こ
と
が
気

に
い
ち
な
か
っ
た
か
ら
」
公
一
一

八
八
)
↓
相
手
が
仕
事
で
疲
れ
、

六
割
以
上
が
ケ
ガ
に
悩
む

誰
に
も
い
え
ず
、
治
療
も
せ
ず

【干
葉
】
女
性
も
男
性
も
、
も
っ
と
の
び
の
び
と
個
性
を
売

却
し
、
多
様
な
生
き
方
が
で
き
る
札
会
を
創
る
た
め
、
皆
で
巧

え
よ
う
と
、

ニ
H
二
十
七
日
、
木
更
津
市
市
民
会
館
で
「
第
一

同
き
さ
ち
づ
女
性
74A

ラ
ム
l
k
と
男
H
色
し
さ
μ

を
迎
「
え

て
輝
け
f
個
性
」
が
開
か
れ
た
。

安号号 f、来斤 ~ 国釜を第↑02'8宅号

「七
一三
部
隊
の
総
密
は
、

間
相
場
ま
で
持
っ
て
い
け
」
と
石

井
四
郎
に
厳
命
さ
れ
半
世
紀
の

沈
黙
を
守
っ
て
き
た
一
冗
隊
貝
た

ち
。
尚
伐
の
波
の
行
き
着
い
た

と
こ
ろ
で
、
頑
な
に
口
を
閉
ざ

し
て
き
た
彼
ら
は
今
、
歴
史
の

証
言
者
に
な
ろ
う
と
い
う
決
意

#
持
ち
始
め
た
。

し
か
し
私
を
自
の
前
に
、

K

さ
ん
は
不
安
な
ま
な
ざ
し
を
隠

せ
な
い
。

「
あ
ん
た
、
わ
し
が
し
ゃ
べ
っ

た
こ
と
を
内
察
に
話
す
ん
じ
ゃ

ね
え
か
」
「
私
は
た
だ
、
わ
立
た
と
自

身
が
七

三

部
隊
で
体
験
さ
れ

た
と
と
を
聞
き
た
い
の
で
す
。

私
は
た
だ
事
実
を
知
り
た
い
の

で
す
」K
さ
ん
は
う
な
ず
く
で
も
尽

く
、
同
自
を
療
に
鼠
る
で
も
な
く
、

会
面
倒
は
五
百
人
を
越
す
参
加

者
で
超
満
員
。
ユ
ニ
ー
ク
な
の

は
、
一
般
入
場
券
と
は
別
に
、

「
男
女
ベ
ア
入
初
券
」
が
あ
り
、

五
十
組
が
参
加
し
て
い
た
こ
と

だ
。
男
性
の
参
加
を
促
す
一
努
力

が
伺
~
え
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
中
国
の
胡

弓
の
名
演
奏
家

・
経
紅
(
現
在

千
葉
大
字
大
学
院
生
)
さ
ん
の

演
奏
で
始
ま
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

開
成
劇
「
木
更
津
・
オ
ン
ナ
・

む
l
ぶ
め
ん
と
」が
盛
り
あ
げ
、

委員、その仲間たち

(揮3種郵恒物視可〉£第F司028号{軍3種郵恒物M!~)議斤降初

盤鱒置瞳璽盤観
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憲

(3) 戸 1993年 4月 10E3

11i iiti;昨;iiit
高52L18rj住持55

?!日!?iii?iiii 

(6 ) 

あ
る
日
、
彼
は
マ
ル
タ
間
士

の
ヒ
川
ノ
ク
ス
を
自
に
し
た
。

「
梅
毒
の
感
染
実
臓
で
す
よ
。

二
、
三
人
が
白
衣
を
む
て
、
頭

な
り
白
い
頭
巾
を
ス
ッ
ポ
リ
か

マ
ル
タ
同
士
に
セ

と
き
だ
っ
た
。

彼
は
航
空
班
所
属
で
あ
っ
た

が
、
上
宮
色
に
か
わ
い
が
b
れ

る
人
の
良
さ
、
要
旬
。
良
さ
、

マ
ル
タ
輸
送
の
ト
ラ
ッ
ク
を
運

転
し
て
い
た
と
い
う
「
チ
ャ
ン

ス
」
に
思
ま
れ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
何
度
か
「
ロ
の
字
」

(
特
鵡
慌
獄
)
の
中
に
入
っ
た

体
験
を
も
っ
。

ーしV
々
C下

役
者
人
生
六
十
年
。
築
地
小

て

劇
場
に
入
り
、
広
島
で
原
爆
に

日比

遭
い
散
っ
た
「
さ
く
ち
隊
」
の

を

生
き
残
り
・
た
だ
今
八
十
一
歳

引
叫

の
池
田
生
ニ
さ
ん
の
抑
台
に
ほ

在

培
司
、
撃
に
露
し
て
い

品

四
月
十
七
日
に
、
ラ
l
ク
所

♂

沢
(
新
所
沢
駅
東
口
下
車
・宮

1
1
j
3
(
 

守一

1
4
4
6
1
4

:

l

、

卜
-
で
池
田
さ
ん
の
演
ず
る
一
人
芝

日
い

居
「
辻
立
ち
路
通
・
芭
熊
」
を

居

ぜ
ひ
皆
様
に
貝
て
頂
き
た
く
て

芝

筆
を
と
円
£
草
し
た
。

人

俳
聖
・
芭
府
間
の
知
色
れ
ざ
る

一

生
時
、
謎
の
女
、
寿
貞
を
め
ぐ

る
ド
ラ
マ
酔
『
弟
子
の
路
通
が

語
る
、
と
い
『「
壬
一
之
居
で
す
が
、

い
わ
ゆ
る
芝
、
居
の
た
め
の
芝
屈

で
は
な
く
、
そ
と
に
存
在
し
、

い
た
房
の
中
で
、
髪
を
ひ
っ
つ

め
に
し
た
巾
国
人
女
性
マ
ル
タ

は
、
観
念
し
た
よ
う
に
う
な
だ

れ
で
座
っ
て
い
た
。
セ
ッ
ク
ス

で
は
な
く
、
菌
を
雇
え
つ
け
ち

れ
て
感
染
し
て
い
た
マ
ル
タ
も

、-」
O

し
T
「
俺
は
こ
の
話
は
あ
ん
ま
り
し

た
く
な
い
」

凍
傷
実
験
を
し
た
吉
村
班
で

は
、
生
後
三
目
、
一
力
月
、
三
ヵ

月
の
乳
児
の
指
を
水
に
つ
け
凍

傷
の
実
験
に
し
た
と
い
う
話

を
、
私
は
思
い
出
し
て
い
た
。

会第1図書さらづ女性フォーラム食

女も男も個性発揮し

のびのび生きょう F 

し
な
が
ら
尋
幸
せ
に
塑
ち
し
て
い

る
そ
う
だ
が
、
平
供
の
頃
は
い

じ
め
に
あ
っ
た
。
想
像
を
絶
す

る
辛
コ
な
差
別
と
闘
い
つ
つ
、

四
宅
恥
手
を
し
て
い
た
。
特
段
監

獄
に
連
れ
て
一く
る
と
き
も
、
実

験
場
へ
説
法
す
る
と
き
一
も
、
マ

ル
タ
は
彼
の
運
転
で
遇
ば
れ

た
。
技
も
ま
た
、
女
マ
ル
タ
を

地 主職権担韓国尊重量画。
間… m

ツ
ク
ス
さ
せ
る

マ
V
マ
西
野
留
美
子

ぶ
っ
て
ね
。
自
の
と
こ
ろ
だ
け

が
開
い
て
お
る
ん
だ
。
そ
の
自

の
前
で
、
マ
ル
タ
に
や
ら
せ
る

ん
だ
よ
。
成
人
し
て
お
る
マ
ル

タ
は
そ
れ
な
り
に
感
じ
て
お
っ

た
」そ
の
後
、
マ
ル
タ
は
マ
ル
タ

専
用
房
に
入
れ
ら
れ
、
日
時
を

追
っ
て
の
発
病
経
過
が
記
録
さ

れ
て
い
っ
た
。
K
さ
ん
が
の
ぞ

みんなのページです。言いたいことや、知らせたし、

こと炉島ったら、どんどん控帽して下さL、。

電話 03(3343)1846
編集部 |
FAX 03(3348)1890 

9
1
6
4
7
5
(
午
睡
)
「
削
る
つ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ
ス
ベ

-全
圏
構
者
冊
人
浪
記
事
会
l
ス
」
、
テ
ィ
l
パ
I
一
プ
ィ
!
部

M
日
岡
山
間
加
分
日
比
一
余
念
担
保
同
有
(
2
堤
防
上
)
申
込
忌
-

笠
不
況
打
開
、
人
嗣
ち
し
く
生
き
問
合
せ
同
セ
ン
タ
ー
君
。
マ
6
7

た
い
中
小
商
工
捕
を
沼
む
間
人
事
揖

・
四w
・
4
0
0
6

主
、
主
性
Jt
眠
従
唱
者
の
出
ま
り

・
第
品
目
婦
人
週
間
配
意
申
罪

主
値
・
間
合
せ
全
商
虚
間
人
部
協
謂
畑

-V
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
写一旦度

品
会
宮
ω
・令
昔
話
7
・
4
3
9
l
「
宝
と
男

パラ、
J

ス
あ
る
社
会

-
フ
ォ

ラ
ム
川
{司態
「
女
性
セ
ヘ

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
シ
ン
ポ
」

ン
タ
ー
の
近
未
来務
採
る
」
いま、

市
出
協
同
時
日
分
陣
屋
市
立
市

女
性
セ
ン
タ
に
京
め
、
り
れ
る
も
の
民
セ
ン
タ
ー
ル
ナ
・
ホ
l
ル
(
J
R

目
白
山
山
叩
時
泊
分
i
げ
時
世
訟
芦
屋
町
4
7
分
)
基
間
制
面
「
払
に

市
茎
女
性
セ
ン
タ
ー
エ
ル
(
阪
司
と
っ
て
の
幸
田
桂
信
三
日
作
{
試
)
、

J
R
宝
塚
駅
ス
グ
)
壁
醐
報
告
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
立
と
男
パ
ラ

佐
醐
伴
子
(
エ
ポ
y
ク旧日閉豆、
7
ペ
ン
ス
あ
る
社
告
へ
」
間
世
代
(
垣
下

l
ナ
リ
ス
ト
)
分
科
金
包
蓋
「
島
市
長
)
、
加
岬
ひ
と
み
〈
鶴
ケ
島
市

忽
た
は
、
何
を
学
び
た
い
で
す
か
り
」
収
入
世
)
、
世
井
通
唯
一
ヴ
神
戸
市
外

②
開
銀
削
吾
温
ぶ
立
の
一
情
報
」
国
婿
太
君
段
)
、
北
村
出
江
(
四
度

⑦
柄
談
「
見
つ
め
よ
う
、
向
き
あ
お
市
長
)
、
h

川
村
龍
一
(
フ
リ
l
ア
ナ

ろ
、
立
の
も
や
も
や
」
⑤
自
立
支
援
ウ
ン
サ
1
〉
川
コ
l
一
ナ
ィ
ー
ー
タ
l
、

K
さ
ん
は
、
無
表
情
に
話
し

て
い
た
顔
を
し
か
め
た
O
彼
は
、

細
菌
実
験
に
つ
い
て
は
雄
井
に

話
す
の
だ
が
、
こ
と
女
マ
ル
タ

の
こ
と
に
な
る
と
、
急
に
口
が

撞
く
な
る
。

「
マ
ル
タ
同
士
に
セ
y
ク
ス
さ

せ
て
、
そ
れ
で
子
ど
も
を
生
ま

せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
も

実
験
だ
も
ん
で
・

」

切

も
う
一
人
、
航
空
班
の
中
の

海
恥
班
前
属
で
、
マ
ル
タ
輸
送

に
関
わ
っ
て
い
た
制
憲
男
さ
ん

(
七
六
機
)
は
国
防
色
の
シ
ー

ト
を
か
ぶ
せ
た
マ
ル
タ
輸
送
b

ラ
ッ
ク
、
通
称
「
特
別
車
」
の

員閉し帆 'L明日根崎帆柑1¥'J~i?そ明糾It r.
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諮
る
口
調
は
重
い
。

「
写
真
班
の
や
つ
に
焼
き
増
し

を
頼
ま
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

て
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
写
真
を
焼

き
ま
じ
た
が
、
そ
の
中
に
女
マ

ル
タ
の
性
器
の
写
翼
が
あ
っ
て

収
容
所
に
入
れ
た
ら
浄
化
?

「
環
境
浄
化
請
願
」
可
決
を
怒
る

外
国
人
売
春
婦
急
増
は
抜
本
的
対
策
で
l

東
京
都
池
袋
西
地
区

は
、
入
国
者
収
筈
所
の
よ
う
な

と
こ
ろ
へ
ど
し
ど
し
ぶ
ち
こ

め
。
収
容
所
が
足
り
な
け
れ
ば

初
役
し
ろ
と
い
う
と
と
で
す
。

街
顕
に
立
つ
女
性
を
つ
か
ま

え
て
強
制
収
容
所
に
入
れ
、
N

ク

サ
イ
も
の
に
フ
タ
H

を
し
て
問

題
が
解
決
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
す
ま
す
密
室
化
し
、
悲

惨
な
状
況
を
作
り
出
す
だ
け
で

は
な
い
で
す
か
。
問
題
の
解
決

は
全
く
別
の
方
法
を
考
え
な
け

議場禁煙で奮闘

57嘉寺町みどりさん

れ
る
始
末
。

?

こ
ん
な
高
笛
町
も
、
新
庁
合

建
設
の
計
画
が
出
、
よ
そ
の
市

や
町
の
施
設
の
見
学
に
待
っ
て

五
月
か
ら
「自
己
主
張
の
講
座
」

川川

「
東
京
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
セ
ラ
ピ
ィ
セ
ン
ヲ
l
」
で
開
催

川

東
京
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
ゼ
ラ
ピ

川
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
五
月
か
色

川
「ア

7テ
ィ
ブ
・
ト
レ
ニ

州
ン
グ
」
(
自
己
主
張
の
制
座
)

山
富
め
ま
す
。

川

μ

攻
駿
的
に
も
な
ら
ず
、
受

川
島
的
に
も
な
ら
ず
、
し
な
や
か

H

自
ニ
ン

グ
し
て
い
と
う
と
い
う
踊
座
で

す。
具
体
的
に
担
7

え
て
い
る
問
題

を
一
つ
ず
つ
首
擦
に
し
て
動
い

て
み
る
。
そ
う
い
う
場
を
設

定
し
て
、
実
際
の
や
り
と
り
の

中
で
、
回
り
と
の
関
係
が
変
化

す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
っ

写
真
展
「
近
代
日
本
の
女
性
史
売
駆
セ
ン
タ
ー
(
地
・
昭
楠
駅
A
4
出
口

者
た
ち
の
肖
憎
」
旧
日
幽
j
h
凶
日
開
5
分
)

「国
際
法
の
副
み
方
3
人

間
セ
ン
タ
ー
ロ
ヒ
l
A
与
開
野
面
骨
何
存
の
出
的
根
拠
」
林
和
男
(
弁

子
、
平
哩
ち
い
て
う
、
市
川
開
棺
ほ
技
士
)
全
宿
直
医
学
校
跡
地
で

か
問
合
せ
「
問
屋
市
・
女
性
問
慌
発
見
さ
れ
た
人
骨
間
相
吾
究
明
す
る

同
当
E
Q
6
7
引
・
2
1
2
1
4
E
書

官
閃
・3

2

8
・7

5

8

1
2
、
高
-
q
ui

-
R
6

・
鼎
思
固
語
ゆ
講
演
会
「
宜
と
9
1
(
小
林
・
直
)

男
の
共
団
?
提
出
」

そ
払
よ
レ
医
習
を
め
ざ
し
て

凶
日
幽
凶
時
せ
た
が
や
女
性
セ

1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-

主

主

宇

言

語

、

京

一
お

知

王
井
の
取
組
乍
北
沢
駅
5
8

桐

「
j
el
l
i
--
-

師
金
井
副
チ
(
昼
間
短
大
教
授
)
車
者
の
権
利
#
考
える

申
込
五
・
問
合
せ
匂
色
手
U
す
哲
郎
げ
日
出
H
時
さ
い
な
正
共
同
音

5
4
7
8
・内
口

f

国
(
J
R
詩
的
駅
西
日
分
)
掴

・
人
骨
盤
定
結
県
公
聖
一
周
年
国
瑞
樹
〔
ジ
ベ
1
ナ
リ
ス
ト
)
、
近

『人
骨
は
訴正
吾
{γ
」
軍
医
学坤
厳
酷
帥
(
唖
大
病
院
医
師
)
、
暗
回
伸

地
で
尭
見
吉
れ
た
人
骨
同
種
多
萌
一
(
井
謹
士
)
学
寵
患
者
の
梅

す
る
住
民
の
聾
い

刊

出

を

つ

く

岳

会

埼

玉

瞳

暗

告

連

げ
日
出
は
崎
新
柄
区
煽
人
的
報
枯
赤
松
出
盟
事
閉
所
E
0
4
9
2

【昼
の
コ
ー
ス
】

巴
時

。5
月
8
日
(
土
)
か

ら
毎
週
土
昭
回
全
ω
回
ω
時

i
ロ
時
ト
レ
ー
ナ
ー
総
田
知
恵
、

高
柳
素
子

【夜
の
コ
l
ス
】

口
時
5
月
日
日
(
火
)
か

ら
毎
週
火
曜
日
全
日
田
川
町
時

ね
。
B
5
の
半
分
く
ら
い
の
大

き
さ
で
す
よ
。
淘
毒
に
感
染
し

て
い
る
属
部
の
も
の
で
、
ビ
ラ

ン
レ
て
い
る
状
態
が
大
き
く
く

っ
き
り
写
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ

悌

ぞ

Ui-i，!とji
心
理
的
な
恩
力
も
多
い
4
の

の
し
る
」

λ
三
八
七
)
、
「
な

ぐ
る
そ
ぶ
り
」
(
ニ
=
二
)
「
実

家
や
友
人
と
の
つ
き
あ
い
禁

止
」
(
二
二
九
)
「
病
気
で
床

に
つ
い
て
、

性
的

a
hで
は

「気
が
す
す

ま
な
い
の
に
セ
y
ク
ス
さ
せ
ら

れ
た
」
(
三
八
回
)
、
「
他
の

家
族
が
い
る
の
に
セ
ッ
ク
ス
」

(
一
九
O
)
「
セ
グ
ク
ス
が
ヘ

タ
だ
と
非
難
」
三
一
=
一
)
等
々
。

世
界
銀
行
の
役
割
批
判

ア
ジ
ア
先
住
民
女
性
の
集
会

をヨ

動製
の
う
イ
カ
の
カ
メ
ラ
で
織
影

し
た
も
の
で
、
白
黒
で
し
た
。

他
に
も
女
マ
ル
タ
の
裸
体
や
性

器
の
写
真
が
い
く
つ
も
あ
っ
た

ー
」そ
の
写
真
の
横
に
は
日
付
が

も
大
て
い
分
煙
に
な
っ

と
い

2
」
と
で
、
大
分
空
気
が
川

変
わ
っ
て
き
た
。
と
の
ほ
ど
寺
川

町
さ
ん
が
+
会
議
で
一
般
質
問
川

し
た
と
こ
ろ
、
協
議
会
等
に
相
川

校
す
る
と
前
向
き
密
封
に
な
っ
川

て
き
た
と
い
う
。

川

な
お
、
高
富
町
議
会
は
ず
っ
酬

と
主
性
議
員
君
。

一
昨
年
九
月
川

や
っ
と
寺
町
さ
ん
ち
二
人
、
女
川

性
綴
貝
が
誕
生
し
た
。
フ
レ
ア
川

シ
ュ
議
員
の
寺
町
さ
ん
ら
が
、

川

士
口
撃
の
扱
貝
を
説
4
『
C

M

分
煙
H

川

i
m
時
ト
レ
ー
ナ
ー
小
沢
呑
保
川

豆
、
す
と
う
量
子

川

料
金

。い
ず
れ
の
コ
l
ス
も
馴

1

0

0

円

富

語

名

川

場
所
・
東
京
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
川

セ
ラ
ピ
ィ
セ
ン
タ
ー
干
印
盛
田
川川

区
太
平
2
1
3
1
1
第
3
寺
川

田
ピ
ル

川

申
し
込
み
同
セ
ン
タ
ー
宮川

町
・
5
6
0
8
・
0
1
2

7

討

-
0

0

2

0

ト

ワ

l

ク

・
スト
y

ブ
改
哩
わ
れ

・
は
な
し
あ
い
の
揖
い
「
ボ
ラ
ン

A
6
る
が
ず
(
中
野
区
東
中
野
l

ティ
7
0ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

社
会
4
5
新
日
文
会
館
l
F
)

に
お
け
る
つ
な
が
り
の
再
構
築

・
そ
れ
い
ゆ
例
会

げ
白
出
日
間
鉛
八
月
敏
文
館
ピ
ル
同
月
日
間
同
両
加
分
六
甲
助
労
市

日
階
(
地

・
姐
座
駅
A
9
出
口
)
川
氏
セ
ン
タ
ー
(
J
R
六
甲
道
駅
ス

金
子
郎
容
(
一描
大
教
俊
)
捌
円
グ
)
テ
1
7
「
カ
ム
バ
ッ
ク
マ
イ

問
合
せ
I

削
日
本
ク
リ
ス
チ
今
ン
・
パ
パ
」
明
野
園
出
郎
(
神
-
戸
学
誼
再
開

ア
力
一
言

T
古
関
・
2

6

7

6

n
血
塗
且
)

ー
ー
ー
I
l
l
i
-
-
J
・
第
問
団
関
白
骨
室

ら

せ

一

日
岡
山
両
罪
人
形
程
度

I
l
l
i
-
-
-
-
-
L

陪
(
地
人
形
町
駅
)
車
ど
・
み

1
9

8

ち

お

(

作

詞

家

)

l
日
D
D円

-Z卜γ
プ
改
曹
υ
生
活
の
場
か
問
合
せ
置
と
変
時
人
会
E
m
・3

b
「
政
治
改
革
」
亙
曹
の
p
b
い
」
B
k
g
-
O
R
6
3
様
申
込
み
ハ

を
考
え
る

ガ
キ
で
3
目
前
ま
で
に
開
会
干
問
注

円
日
凶
日
時
却
分
エ
ポ
ッ
ク
同
声
川
区
西
小
山
』
3
1
お
初

(地袋
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
プ
ラ
ザ

.Aファ
ザ
!
ル
氏
(
0
c

m
F
)

括

・
町
岐
誠
子
(
完
桶
宝

U
名
嘗
顧
問
・
国
世
代
署
)
と
消
費

大
軸
度
)
主
胆
女
た
ち
の
み
A
Y

者
団
体
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

去

る

一

月

一

一

十
日
ま
で
、
一

・
パ

ギ
オ
市
で
、
す
ジ
ア
先
住
民
女

性
会
識
が
開
催
さ
れ
た
。

約
二

E
W
6参
加
者
は
、
自

国
の
一
政
事
新
興
経
済
国
の
一

っ
た
ら
ん
吃
あ
が
く
過
程
で
、

先
住
民
の
土
地
、
天
然
資
源
が

vv 

収
奪
さ
れ

τい
る
現
状
に
つ
い

て
報
告
。
世
主
ん
ど
の
人
が
、

世
界
銀
行
新
果
た
し
て
い
る
役

割
を
批
判
じ
た
。

イ
ン
ド
ル
」
ミ
ャ
ン
マ
ー
(
ビ

ル
マ
)
に
は
さ
ま
れ
た
地
域
、

入
念
に
密
き
込
ま
れ
て
い
た
。

中
に
、
感
染
後
一
年
と
か

一
年

半
と
い
う
数
字
が
あ
っ
た
の

を
、
彼
は
記
憶
し
て
い
る
。
梅

毒
菌
の
顕
微
鏡
写
真
も
あ
っ

-」

O
7

苧

宇

「
私
が
運
ん
だ
だ
け
で
も
女
マ

ル
タ
は

ω十
本
は
い
た
ね
。
中

園
、
ロ
シ
ア
、
そ
れ
に
、
ド
イ

ツ
や
フ
グ
ノ
改
人
わ
い
た
よ
。

乙
れ
は
「
回
き
弘
知
覚
え
て

い
る
。
紘
一
む
ン
駅
ま
で
汽
阜

で
運
ば
キ
き
た
の
を
富
し

た
。
汽
車
の
↑
番
ケ
ツ
の
と
こ

ろ
に
マ
ル
タ
が
乗
せ
ら
れ
て
い

て
ね
。
レ
か
レ
、
女
マ
ル
タ
は
、

男
マ
ル
タ
と
纏
っ
て
口
監
品
扱

い
さ
れ
ま
し
た
よ
。
ミ
シ
ン
か

け
と
か
、
つ
ペ
ろ
い
も
の
な
ん

か
も
さ
せ
て
い
r
た
か
ら
ね
。
し

か
し
、
結
局
は
み
ん
な
梅
毒
の

実
験
に
使
拍
れ
、
く
ま
な
く
検

査
さ
れ
、
最
後
は
解
剖
さ
れ
性

器
は
ホ
ル
マ
比
ン
泊
け
だ
よ
。

み
お
な
陳
到
隻
に
並
べ
で
あ
っ

た
ね
」

一る
リ

五
口
、[
引
{

一一三岡
、
?i

守
、
・
〆

A
H
H

UH

R
 

ん

uhl

々
c

jド

子
一と

み
一

、
tJ

民、，ノ

滝、，
E
唱

A
4
・F

、
米
り

鱗
一
帥
が
ι
「
語
り
た
い
映
画
」

と
そ
の
映
画
の
上
映
で
好
評
の

附
津
田
塾
舎
の
「
ト
1
ク
&
シ

ネ
マ
」
は
パ
骨
年
で
六
回
を
迎

え
る
。

示

今
回
の

414
ク
は
、
作
家
の

刷
米
谷
ふ
み
子
(
第
九
回
芥
川
賞

津田塾会の「トーヲ&シネマ」

世
界
銀
行
が
撤
退
ヘ

ナ
ル
マ
タ
・
ダ
ム
計
画
か
ら

E・E・--EE---
運
動
へ
と
広
が
っ
た
。

.，
 
.. 圃・・・E
・
園

田
本
政
府
は
一
九
九
O
年、

一
九
八
七
年
の
台
工
以
前
か
同
計
画
へ
の
追
加
融
資
の
中
止

ら
、
現
地
住
震
や
国
際
的
環
境
を
決
め
た
が
、
世
銀
か
ら
の
融

団
体
が
反
対
運
動
に
取
り
組
ん
資
は
続
い
て
い
た
。
日
本
の
世

で
い
る
、
イ
ン
ド
の
ナ
ル
マ
ダ
銀
へ
の
出
資
・
拠
出
は
ア
メ
リ

・
ダ
ム
計
画
か
ら
、
世
界
銀
行
力
に
次
い
で
二
番
目
。
独
立
調

が
撤
退
す
る
ζ
と
に
な
っ
た
。
査
団
・
モ
1
ス
委
員
会
の
報
告

同
計
画
は
、
千
三
百
十
一

一J

で
も
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
闘

に
わ
た
る
ナ
ル
マ
ダ
川
に
、
三
題
が
多
い
と
指
均

十
の
大
規
模
ダ
ム
、
百
以
L
の
日
本
で
は
「
地
球
の
亥
」
な

中
規
模
ダ
ム
、
数
千
も
の
小
規
ど
の
N
G
O
が
、
世
銀
を
通
し

僕
ダ
ム
を
建
寂
し
、
治
瓶
、
発
て
の
間
接
的
融
資
も
や
め
る
よ

電
を
し
よ
う
と
い
う
巨
大
プ
ロ
う
に
働
き
か
け
て
い
た
。

ジ
ヱ
ク
ト
。
日
本
の
O
D
A
と
「
イ
ン
ド
の
住
民

・
N
B
A

世
銀
の
融
資
で
一
建
設
が
巡
め
ら
を
は
じ
め
、
さ
さ
や
か
な
力
を

れ
て
き
た
が
、
環
境
保
全
、
住
出
し
て
き
た
国
際
N
G
O
(
E

民
の
人
橋
保
畿
の
観
点
か
ら
、
D
F
H
環
境
防
衛
基
金
、
地
球

反
対
運
動
が
激
化
。
運
靭
は
、
の
友
)
の
大
き
な
勝
利
」
と
地

小
さ
な
住
民
運
動
か
ち
世
界
の
磁
の
友
で
は
言
っ
て
い
る
。

ナ
ガ
ラ
ン
ド
で
強
守
葬
」
目
指
し

て
い
る
あ
る
女
性
は
、
世
界
銀

行
は
三
件
の
ダ
ム
建
霞
に
資
金

銀
助
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
何

千
人
も
の
人
が
強
制
移
住
さ
せ

ち
れ
る
と
語
っ
た
。
、

マ
レ
ー
シ
ア
南
部
か
ら
の
代

表
は
、
大
規
模
ダ
ム
建
設
、
と

ど
ま
る
こ
と
の
な
い
熱
帯
林
皆

伐
に
よ
り
、
先
住
民
は
追
い
出

し
を
図
ち
れ
て
い
る
と
い
う
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
代
表

は
、
世
界
銀
行
が
女
性
に
対
し
、

強
制
的
集
団
不
妊
処
置
を
命

じ
、
そ
れ
が
融
資
の
一際
の
条
件

の
ひ
と
つ
と
し
て
い
る
こ
と
を

告
発
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
タ
イ
国

境
近
く
に
住
む
カ
レ
ン
の
人

々
、
中
国
間
境
近
く
に
住
む
カ

r 

受
賞
・ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
柁
住
)

さ
ん
が
、
米
映
画
『
ハ
リ
1
と

ト
ン
ト
』
を
語
る
。

『
ハ
リ
l
と
ト
ン
ト
』
は
、
自

由
を
求
め
て
、
愛
猫
ト
ン
ト
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
ま
で
旅
す
る
ハ
リ
!
じ
い

さ
ん
の
物
語
。
製
作

・
脚
本
・

監
倍
を
長
ね
た
ポ
l
ル
・
マ
ザ

ー
ス
キ
ー
は
「
こ
の
作
品
は
別

に
深
い
意
味
は
な
い
が
、
も
し

何
か
が
描
か
れ
て
い
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層

の
人
に
受
切
入
れ
ら
れ
る
人
生

の
姿
が
あ
る
」
と
一
言
っ
て
い
る
。

ハ
リ
l
役
の
ア
l
ト
・
カ
ニ

!
の
名
一
演
技
は
、
一
九
七
五
年

ア
カ
デ
ミ
ー
貫
主
演
男
優
賞
ほ

か
多
く
の
貨
を
受
賞
。
作
品
も

数
々
の
円
以
に
輝
い
た
。

社
会
人
入
学
の
部
叩
人
が
決
定

「
工
イ
ホ
ン
女
性
ス
カ
ラ
ー
シ

ッ
プ
」

働
き
な
が
ら
、
あ
る
い
は
主

陥
を
し
な
亦
色
大
学
で
樹
極
的

に
学
ん
で
い
る
み
を
奨
励
援

助
し
よ
う一
ど
い
う
『
エ
イ
ボ
ン

女
性
ス
カ
ラ
ー
シ
ョ
ッ
プ

・
社

会
人
入
学
旬
部
』
の
一
奨
挙
生
十

名
が
、

ζ
の
ほ
ど
決
定
し
た
。

奨
学
金
は
、
一
人
年
額
二
十

万
円
で
、
返
済
義
務
が
な
い
の

が
特
徴
。

一
九
八
O
年
に
ス
タ

ー
ト
し
、
今
回
坪
年
己
め
延
べ
八

十
五
人
が
受
け
て
い
る
。

今
回
の
奨
学
生
は
次
の
と
お

的
ン
。

開司a誌東

1喜15ui
シ拭 葉北

yL(品主ク
!が N }レ
iB同ツ 推 ι

上進
苫に
レ役
L立
毛て i

|る

四
日
開
日
間
主
照
会
館
4
F

・
地
壇
リハ
『

テ
j
y
ョ
ン
の

駅
)
幌
国
「

(J
R
、
地
"
号
取
前
)
テ
1
実
践
皆
が
幸
せ
毒
じ
る
よ
っ
に

ル
・

2
時」

マ

「

製

品

叫

安

全

と

園

隙

協

力

」

l

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

近

腰

間

開
料
迎
柏
戸
&
/
ロ
聞
ま
で
に
官

制
目
出
川
崎
シ
ニ
ア
ハ
ウ
ス
在
院
医
師
)
、
酷
木
利
崩
(
弁
明
暗
土
)
、

句
3
2
2
7
8
1
2
i
鶏
躍
坂
〈
宮
ω
・2

6

・
3
υ
1
7
)
掴
回
開
砲
(
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)
、

合
会

st

山
本
相
暗
〔
大
関
市
保
健
也
串
間
祉
明
月
相
手
(
医
蝉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
)

・
放
送
房
副
聖
る
女
性
の
吉
例
会
セ
ン
タ
ー
間
昼
)
湖
円
申
込
扉
司
金
山
小
林
尭
吾
(
ア
ナ
)
鼎
料

引
品
持
管
日
本
チ
レ
ピ
生
語
学
研
究
所
高

5
5
主
臨
白
書
の
術
裂
を
つ
く
る
金

竺
別
算
。
千
円
地
・
麹
町
る
ク
)

・
1
4

4

5

組

問

拍

宮
町出
-
a

i

l
・
9
l

視
聴
者
大
い
基

7
5ピの
央
富

里

宝

章

』

産

E

功
罪
主
臨
志
送
を
創
る
女
性
の
芸
術
家
の

長

件

・

ヒ

ロ

シ
マ
と
ア
刊、ノ
ア
の
食
た
ち

会

十

一

凶

日

出

は

時

現

日

都

女

性

情

報

の

戦

争

-
計
良
費
輯
作
品
上
映
&
ト
l
ク

セ
ン
タ
ー
(
J
R
、
地
・
臨
回
帽
駅
川
品
目
出
日
両
開
品
金
館
(
I
R
、

お
日
幽
同
時
エ
ポ
y

ク
旧
ス
グ
)
青
揖
み
ど
り
A
畏
怖
史
軍
-
小
白
急
新
宿
目
駅
南
口
7
八
月
)
栢

「悩
ま
し
き
関
車
タ
ワ
ー
の
も
と
千
東
大
教
侵
)
申
込
み
同
セ
ン
照
川
万
千
代
(
平
和
通
動
車
)

山酬

で
」
(
仰
年
th品
会
、
「
輯
の
部
会
タ
l
E
ω
2
4
3
5
・
1
1
4
0
円
主
匝
I

不
明
兵
士
の
会
話

(
例
年
三
河
川
8
1
0
0
0
内
(
百
・
晶
な
た
が
底
扉
由
主
人
公
l
医
3
4
8
1
4
1
8
0

予
泊
馴
円
)
予
約
・
問
合
せ
r

エ
師
と
患
者
の
新
し
い
間
保
在
京
め
て

ポ
y

ク
叩
官
邸
3
5
E
b
-
-
6
M
日
出
ロ
時
泊
分
科
学
技
師
曲

目

7

サ

イ

エ

ン

ス

ホ

l

ル

(

地

'
竹
冊

川川111111 

学 用
ノ、 伊uy 
ス 会 ニ
ツj;J:.ア
ヲ;7 ，¥、

時記
52 

無
表
情
に
私
を
見
つ
め
た
。

ロ
司
」
b
り
な
が
ら
も
話
し
始

め
た
彼
が
、
ひ
と
し
き
り
動
同
聞

し
た
の
が
、
女
マ
ル
タ
の
一
梅
宮

の
感
染
実
験
に
つ
い
て
尋
h

似た

ホ
ル
マ
リ
ン
漬
け
性
器

シ
ニ
ア
視
で
は
H
ひ
と
り
替

ら
し
ρ

の
謹
の
問
題
に
つ
い
て

学
習
し
て
き
ま
レ
た
が
、
今
回

は
現
地
調
査
で
す
。
秋
山
村
は
、

村
お
乙
し
の
一
貫
と
し
て
、
四
聖

苑
開
発
を
予
定
し
て
い
る
村
で

1111 

o
S
附
変
更
。

地
鼠
の
友
一
Tm
東
京
都
目

H川

提
供
し
て
行
っ
て
い
る
グ
ガ
レ

ー
ジ
セ
l
ル
H

が
一-一月一

一十
目
、

十
四
百
軒
湿
-
え
た
。

同
セ
1
ル
は
、
東
京

・
多
摩

地
区
で
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
を
展

開
し
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団

体
「
有

・
コ
ミ
ネ
γ
ト
」
が
、

開
催
場
所
の
確
保
に
行
き
詰
ま

っ
た
こ
と
か
色
、
同
社
が
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
提
供
を
提
案
し
実
現

し
た
も
の
。
昨
年
六
月
に
ス
タ

す
。
駒
師
は
、
井
上
治
代
さ
ん

(
引
世
犯
の
血
再
開
と
お
塑
を
考

え
る
会
代
表
)
で
す
。

新
緑
の
季
節
、
散
策
も
兼
ね

て
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
?
日
時
4
月
下
お
日
(
日
)
、

朝
9
時
新
宿
駅
集
合

場
所
山
梨
県
秋
山
村

会
費
6
0
日
0
円
(
パ
ス

代
、
昼
食
代
含
む
)

黒
区
中
目
黒
4
8
!
日
宮
ω

-
nφ
ヴ'ハ
o
n
u
-
q
x
O
A守
A守
、

P
A

-スター

る

'.l: 

小型・軽量パワーノスル

チ
ン
の
人
々
に
対
し
、
大
規
模

な
軍
事
攻
一
揺
が
加
-
芸
口
れ
て
い

る
と
い
う
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
北
部
、
南
部
の

先
住
民
は
、
対
ゲ
リ
ラ
爆
盤
と

強
制
立
ち
退
き
に
よ
り
抹
殺
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
森
林
破

担
に
抗
織
す
る
先
住
民
に
対

し
、
国
内
治
安
維
持
法
が
発
動

さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
九
一

年
東
チ
モ
l
ル
で
行
わ
れ
た
大

山
虐
殺
が
、
な
お
先
住
民
に
向

け
ら
れ
て
い
る
。

参
加
者
は
、
先
住
民
女
性
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
ロ
ビ

ー
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
動
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
い
っ
て
い

る
。
会
議
の
記
録
は
、
ア
ジ
ア

各
国
政
府
と
国
速
に
送
ら
れ

る。(ウ
ッ
サ
ン

・コ
ン
シ
ュ
ー
マ

l
)
 

• 

5.5cmの敷居・段差も軽がる。
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Z
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コ
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ク
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問
問

u
m
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α
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日
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四
九
岬

川
口
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L
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f
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F
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色

川

多

引比一フ

指
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・

一

〉

、

ιr
f
宅

t

hA
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勉

ん

同
庁

間

開制

仇

日
制

一

'l
p
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ゆ

F
カ

ド
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米
谷
さ
ん
の
夫
、
ジ
ョ
シ
ュ

.
グ
リ
ー
ン
フ
ヱ
ル
ド
さ
九

が
、
乙
の
映
画
の
脚
本
を
執
筆

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ち
、
単
な

る
フ
ァ
ン
と
は
遭
う
、
一
歩
踏

み
込
ん
だ
話
が
聞
か
れ
る
の
で

は
な
か
る
っ
か
ー
ー
。

日
時

げ
日
(
土
)
日
時

場
所
:
津
田
ホ
l
ル
(
J
R
千

駄
ヶ
谷
駅
前
)
参
加
賢
一

般
1
5
0
0
円
、
学
生
1
0

0

0
円
申
し
込
み
官
製
ハ
ガ

キ
に
、
住
所
、
氏
名
、
霞
語
、

一般
・
『
忍
別
お
よ
び
「
ト
ー

ク
&
シ
ネ
マ
」
希
望
と
密
き
、

干
山
渋
谷
区
平
駄
ゲ
谷
l
i
凶

l
御
津
田
島
会
文
化
専
門
委

員
会
へ
。
電
話
申
し
込
み
も
可

宮
ω
・
3
4
0
2
・
8
8
3
2

(
直
)
。

1'i! "， ，~，畳，"堕，.. ‘..そ.~てす

女を、微妙にする香り
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高
木
志
保
(
明
日
〕
H
青
学
、

峰
岸
ま
や
子
(
m
M
)
H
東
津
大
、

古
口
煎
〈
包
)
H
問
、
海
老
名

み
さ
子
(
川
刊
)
H
問
、
佐
藤
富

士
手
(
ω
)
H
夜
間
同
英
和
、
飯

島
佐
知
子
(
却
)
H
明
大
、
宗

崎
美
香
(
州
出
)
H
明
大
、
中
村

昌
吉
奈
子
(
m
m
)
H
明
学
、
水
内

奈
美
(
お
〉
H
向
、
小
野
坂
仁

美
(
お
〉
H
立
大
(
敏
称
略
)

iiI a ， 

ー
ト
し
、
ほ
ほ
毎
月
に
一
回
の

ぺ
l
ス
で
開
か
れ
て
い
る
。

出
居
は
、
地
元
住
民
が
ほ
と

ん
ど
だ
が
同
社
首
謀
所
員
も
、

持
ち
寄
り
嘗
業
所
と
し
て
出

居
。
そ
の
売
り
上
げ
金
、
出
居

者
か
色
の
券
金
な
ど
を
合
わ

せ
、
地
元
の
公
共
団
体
へ
寄
付

す
る
活
動
も
待
っ
て
い
る
。

同
社
で
は
、
こ
の
活
動
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
捻
進
に
役
立
つ
と

考
え
今
後
も
積
極
的
に
開
催
し

て
い
く
と
い
う
。

ロ 三菱地所の土地活用

パートナー
パトナ一事業部面012013'2)8107
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ご
近
所
で
、

土
地
活
用
が
は

t
ま
っ
た
。

衡
の
結
簡
は
、
人
が
中
心
。

土
地
活
用
.
と
な
れ
ば
次
の
主
役
は
あ
な
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ご
近
所
の
み
立
さ
ん
が
、
き
っ
と
気
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
か
ら
。

あ
な
た
の
た
め
に
、
ご
近
所
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
ー
ー
.

情
頼
で
君
、

J
」
近
所
付
霊
ロ
い
b

の
よ
う
に
気
が
ね
な
く
相
続
で
き
る
.

良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
を
お
週
ひ
く
だ
さ
い
.

一
憂
地
所
の
土
地
活
用

《パ
ー
ト
ナ
ー
v
は
、
豊
富
な
経
験
と
実
績
に
よ
っ
て

婚
わ
れ
た
技
術
‘
そ
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
ん
立
〈
究
悔
し
て
.

土
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
お
応
え
し
ま
す
.

企
画
・
立
婁
か
ら
‘
建
物
完
成
後
の
運
営

・
嘗
理
に
い
た
る
ま
で
‘

私
た
ち
は
、
文
字
通
り
‘
あ
な
た
の
身
近
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
続
け
ま
す
。

あ
な
た
の
土
地
活
用
の
ご
近
所
で
あ
り
た
い
。

私
た
ち
は
《パ
ー
ト
ナ
ー
》
で
す
。
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〈土曜日〉1993年 4月 10日

「夫

(恋
人
)
か
ら
の
暴
力」

に
つ
い
て
の
詞
査
の
中
間
報

告
が
発
表
さ
れ、
多
く
の
女
性
が
夫
か
ら
深
刻
な
暴
力
を
受
け
、

し
か
も
そ
れ
を
誰
に
も
い
え
ず
に
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
む

こ

の
調
査
は

「
D
V
(
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
)
調
査

研
究
会
」
(
戒
能
民
江
、
角
田
由
紀
子
、
吉
浜
美
恵
子
さ
ん
ら

こ
と
を
薪
聞
等
で
知
り
、
ぜ
ひ

抽
出
き
た
い
と
自
ら
申
し
こ
ん
で

き
た
人
も
多
く
、
イ
ン
テ
リ
府

の
回
答
が
ふ
4

え
た
の
だ
ろ
う
。

七
百
九
十
五
人
中
、
実
(
恋
人
)

の
畏
力
を
受
け
た
人
は
六
百
二

十
四
人
、
(
身
体
的
思
力
四
六

し
ハ
、
心
思
的
録
カ
五
二
三
、
性

的
暴
力
四
七
一
一
。
ニ
趨
以
上
の

暴
力
を
受
け
た
人
も
多
い
)
。

自
分
の
受
け
た
暴
力
に
つ
い
て

訴
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
調

査
に
応
じ
た
人
が
多
い
と
思
わ、

調
査
は
女
性
団
体
や
福
祉
関

係
者
な
ど
に
依
頼
、
全
国
に
掬

杏
両
市
を
四
千
六
百
七
十
五
枚
配

布
、
八
百
七
枚
が
返
っ
て
き
た
。

う
ち
有
効
回
答
七
百
九
十
五
。

結
果
的
に
都
市
部
の
三
十
l
五

十
代
の
回
答
が
多
く
(
回
答
[
同

低
年
齢
二
十
歳
、
民
高
年
齢
八

十
歳
)
、
六
割
強
が
短
大
以
上

の
H
等
教
育
終
了
者
。
調
査
の

オストラリアのポ
スター。この下に電
話番号がのっており、
夫の暴力に悩む古性

が助けを革められる
ようになっている

八
人
の
女
性
で
結
成
)
が
一
九
九
二
年
の
七
月
か
り
十
二
月
に

か
け
七
行
っ
た
も
の
。
日
本
で
今
ま
で
こ
の
程
の
詞
査
は
全
く

な
く
、
家
庭
内
暴
力
(
夫
す
り
の
暴
力
〕
に
悩
み
苦
し
九
て
き

た
女
性
の
突出町一
が
は
じ
め
て
間
mrbか
に
さ
れ
た
と
い
え
る
。

れ
る
の
で
、
経
験
の
あ
る
人
の

率
が
多
い
の
は
当
然
だ
が
、
「
ほ

と
ん
ど
の
人
が
は
じ
め
て
こ
う

し
た
こ
と
軒
話
し
た
と
い
っ
て

足
で
け
ら
れ
た
(
=
二
四
〕
、

脇
を
つ
か
ん
で
ね
じ
り
あ
げ
ち

れ
た
(
二
六
回
)
の
頬
は
ザ
ラ
。

物
を
な
げ
つ
け
ら
れ
た
(
二
』
ハ

難
所
)
、
「
加
害
者
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
」
「
暴
力
者
を
箆
察

が
法
捕
し
、
刑
事
々
件
と
し
て

起
訴
す
る
」
等
を
訴
一
え
て
い
る
。

質
問
の
細
か
い
部
分
を
分
析

し
た
全
体
的
調
査
報
告
告
は
、

一
秋
と
ろ
ま
で
に
ま
と
め
る
予

引
{号

j

調
査
者
の
一
人
、
吉
浜
美
恵

都
子
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ

・
カ
リ
フ

怪
ォ
ル
ニ
ア
州
大
学
の
開
±
過
程

叫
に
い
る
ソ
1
シ
ャ
ル
ワ
l
カ
l

U

だ
が
「
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
七

す

O
年
以
降
問
越
が
明
ら
か
に
さ

知
れ
現
在
、
緊
急
避
難
所
が
全
米

援

で
千
二
百
も
で
き
た
が
た
り

い

る

。

家

庭

内

の

と

と

で

、

今

一

)

、

箇

を

し

め

-

ら

-

れ

た

と

に

移

っ

て

行

っ

た

と

い

う

人

も

イ

ラ

イ

ラ

し

て

い

た

」

(

ニ

二

組

ず

、

七

人

に

一

人

し

か

対

応

で

ま

で

全

く

お

お

い

隠

さ

一

れ

て

い

四

六

)

か

ら

、

は

て

は

刃

物

、

い

る

。

一

一

)

、

「

男

の

権

威

を

示

し

た

開

き

な

い

現

実

。

日

本

は

全

く

遅

た
事
実
が
は
じ
め
て
明
ら
か
に
薬
品
な
ど
生
命
の
危
険
の
あ
る
加
害
者
は
夫
が
四
百
一
人
で
か
っ
た
か
ち
」
(
ニ
♀
ハ
)
。

一三

-

れ

て

い

る

」

0

な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
注
目
レ
も
の
な
ど
。
「
就
寝
中
耳
に
熱
九
割
冠
く
、
恋
人
が
六
十
人
。
ふ
つ
う
男
が
寂
ね
と
い
う
と
る
」
(
工
L

七
〉
。
家
の
中
に
暴
力
解
決
の
た
め
に
ど
う
し
角
田
さ
ん
は
「
こ
の
調
査
で

て
ほ
し
い
三
一
望
者
の

一
人
、
雪
注
が
れ
た
こ
聖
展
望
者
と
ま
だ
同
居
し
て
い
る

H

酒
の
せ
い
μ

と
考
え
ら
れ
が
閉
じ
品
五
、
手
紙
を
無
断
た
ら
い
い
の
か
の
聞
に
は
三
百
日
本
で
実
宮
の
暴
力
が
あ

角
田
由
紀
子
弁
護
士
は
い
っ
て
で
外
に
追
い
出
さ
れ
た
」
と
い
人
が
五
割
以
土
。
き
ち
ん
と
薩
ち
だ
が
「
酔
っ
て
い
た
」
か
ら
で
開
封
さ
れ
た
り
、
大
切
に
し
人
以
上
の
入
が
「
社
会
的
関
心
る
と
と
が
は
っ
き
り
わ
か
っ

い
そ
う
恐
ろ
し
い
も
の
も
あ
る
:
ハ
婚
し
た
人
は
約
二
的
と
い
う
の
は
一
四
六
に
す
ぎ
な
て
い
る
も
め
を
拾
て
ら
れ
た
の
高
ま
り
」
、

「被
害
女
性
の
た
。
急
い
で
国
レ
ベ
ル
で
本
格

同
体
的
暴
力
の
夫
態
は
平
手
割
以
上
が
ケ
ガ
を
し
、
鼓
肢
が
加
古
者
は
あ
ら
ゆ
る
職
樋
に
い
。
「
全
く
わ
か
ら
な
い
」
も
り
、
と
い
司
た
隠
湿
な
い
や
が
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
、
的
調
査
に
と
り
く
ん
で
ほ
し

う
ち
、
げ
ん
こ
つ
(
一
一
一
九
七
)
、
破
れ
た
り
、
骨
折
、
火
傷
等
、
わ
た
り
、
医
者
が
十
三
人

、

大

四

十

九

人

。

ら

せ

も

目

立

つ

。

「

シ

ェ

ル

タ

(

か

り

こ

み

避

い

」

と

語

っ

て

い

た

。

ふ

5

3

5

3
ま
主
主
S

3

5

E

S
S

E

E

3

5
5

3
S

3
3

5
5

3
5
5苦
3

3

5

3

5

3
主
主
電
5

5

S吉
、
主
主
主
主
主
E

S
主
主
S

S
主
主
5
3
5
ミ
き
S
S草
s
i
s
s
s
s
s
s
s
i
ミ
S
S
5
5官
d

i

S
や幸
5
3
5
3
¥
S
S
E
E
S
E
E
S
5
3
5
5主
主
主
sh

剛
剛
剛
醐
剛
剛
剛
剛
剛

ル
o

虜
の
女
性
か
ら
の
手
紙
が
あ
っ
そ
れ
で
も
人
を
信
ず
る
気
持
ち
必
要
が
あ
一る
。
癌
れ
て
、
慣
れ
コ
ミ
三
一
ケ
l
シ
ョ
ン
を
図
つ
こ
と
、
一
人
ひ
と
り
の
生
命
の

同
制
剛
訓
酬
剛
酬
酬
剛

以
後
に
参
加
者
全
員
で
散
っ
た
o

は
失
わ
な
か
っ
た
[
|
と
。
て
真
ん
中
に
あ
る
個
人

・
人
権
て
い
く
こ
と
が
璽
硬
だ
と
。

E
さ
を
噂
重
し
あ
『
ヨ
」
と
の
大

仰
岬
酬
岬
岨
醐
酬
醐
酬

た

『
y
e
S
F
女
だ
か
ら
っ
て
現
在
彼
女
は
、
結
婚
を
し
、
差
別
綬
は
人
を
頭
む
こ
と
か
の
部
分
に
止
め
る
と
と
が
フ
ェ
「
女
性
問
題
と
い
う
の
は
、
切
さ
を
月
十
日
台
」
と
」
と
、
人
権

醐
醐
四
川
四
四
四
四

で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。

y
e
子
供
も
い
て
、
教
師
の
仕
事
を
ち
一
起
こ
る
。
自
分
の
限
界
を
知
ア
だ
」
議
固
い
、
女
性
も
男
性
ぷ
も
男
も
、
自
分
ら
し
く
鐙
か
と
個
性
の
尊
重
を
落
合
え
は

書
忌
宇
在
家
)
さ
ん
の
m
s
r
女
だ
か
ら
つ
で
遠
慮
し
ち
っ
た
時
、
自
分
よ
り
不
呂
志
人
も
沈
黙
を
破
百
て
、
話
し
合
い
、
に
生
き
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
訴
え
た
。

浦
野

美
智
子

A
''
i込

山

間

で

し

め

く

く

る

と

い

う

隅

ゃ

だ

め

だ

よ

。

光

る

命

は

み

な

を

見

る

こ

と

で

、

「

あ

の

人

よ

成

。

ひ

と

つ

』
が

印

象

的

。

り

ま

し

だ

」

と

考

足

、
充
実
感

地

一

冗

の

ア

マ

チ

ュ

ア

劇

団

と

活

に

弱

者

の

立

場

で

琴

吉

、

を

党

え

る

。

感

情

が

差

別

の

始

フ
労
l
ラ
ム
企
画
去
行
委
只
や
小
説
を
留
さ
続
け
て
い
る
落
合
ま
り
だ
主
落
合
さ
ん
は
言
、
っ
。

そ

の

仲

間

た

ち

に

よ

る

構

成

劇

さ

ん

は

、

「

記

併

の

感

受

性

」

「

人

が

百

人

い

れ

ば

、

学

歴

、

は
、
劇
と
ス
ラ
イ
ド
映
写
で
、

の

テ

!

?

で

鱗

演

。

地

位

、

価

値

観

が

み

な

遭

う

。

一

見

豊

か

に

見

え

る

現

代

社

会

「

私

は

、

ど

ん

な

場

で

を

自

そ

れ

に

上

下

、

優

劣

を

つ

け

る

の
一
問
題
点
を
女
性
の
視
点
か
ち
分
の
年
陥
を
明
ち
か
に
し
て
い
べ
き
で
は
な
い
。
一
人
は
同
じ

再

考

す

る

こ

と

を

提

案

。

楽

人

る

」

と

い

う

落

合

さ

ん

は

、

年

重

さ

で

存

在

す

る

こ

と

を

認

識

と

は

思

え

な

い

迫

力

の

あ

る

漏

齢

を

重

ね

る

た

ひ

に

摂

色

が

協

す

べ

き

。

ま

た

、

差

別

の

意

識

扱

て

、

女

性

問

題

の

本

質

を

楽

ま

り

、

広

が

り

を

も

っ

と

と

の

や

言

葉

は

再

生

産

さ

れ

る

も

の

し

く

分

か

り

ゃ

す

く

ア

ピ

紫

晴

ら

し

さ

を

語

り

、

「

だ

か

だ

か

ら

、
私
た
ち
大
人
に
間
任

4

九

民

遥

に

、

年

齢

と

と

も

に

人

の

が

あ

る

。

差

別

の

な

い

社

会

を

$
喧

痛

み

に

対

し

て

い

か

に

想

像

を

望

む

な

ら

関

わ

ね

ば

な

ら

な

i
且

ご

遣

し

く

働

か

せ

る

こ

と

が

で

き

い

」

ゆ

る

か

と

い

う

と

と

が

試

さ

れ

る

女

性

問

題

に

つ

い

て

は

斗

ど

臨

Eに
事

」

喜

一

つ

。

う

せ

言

語

し

で

も

分

か

ら

i
晶

め

稽

合

さ

ん

は

昨

年

、

自

伝

的

な

い

|

|

と

何

も

語

り

か

け

な

一
概
小
説
を
出
版
し
た
。
~

事

官

か

ら

い

の

は

不

誠

実

。

い

ま

時

計

の

J
?己
ま

ざ

主

主

反

併

が

専

ら

れ

撃

は

男

性

の

方

に

振

ら

れ

て

牛
胡
た
。
そ
の
中
に
拍
手
Z℃

別

部

活

出

い

る

が

、
女
性
の
方
に
も
援
る

傷
宮
罪
に
な
る
ケ
l
ス
も
多
い

の
に
、
始
ど
が
訴
え
る
ど
こ
ろ

か
、
医
者
に
も
得
つ
て
な
い
。

暴
力
は
一
回
き
り
だ
っ
た
と

い
う
人
も
二
割
強
い
る
が
、
別

れ
る
ま
で
続
い
た
人
が
三
割
近

く
、
今
も
続
い
て
い
る
人
は
一二

割
以
上
。
心
理
的
裂
刈
や
金
を

く
れ
な
い
と
い
っ
た
別
の
暴
力

学
教
授
が
九
人
い
る
。
暴
力
問

題
は
貧
日
や
地
位
、
学
歴
に
関

係
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

相
手
が
忌
力
を
ふ
る
っ
た
原

因
は
、
(
も
ち
ろ
ん
ふ
る
わ
れ

た
側
か
ら
の
推
定
だ
が
て
「
私

の
言
っ
た
こ
と
し
た
こ
と
が
気

に
い
ち
な
か
っ
た
か
ら
」
公
一
一

八
八
)
↓
相
手
が
仕
事
で
疲
れ
、

六
割
以
上
が
ケ
ガ
に
悩
む

誰
に
も
い
え
ず
、
治
療
も
せ
ず

【干
葉
】
女
性
も
男
性
も
、
も
っ
と
の
び
の
び
と
個
性
を
売

却
し
、
多
様
な
生
き
方
が
で
き
る
札
会
を
創
る
た
め
、
皆
で
巧

え
よ
う
と
、

ニ
H
二
十
七
日
、
木
更
津
市
市
民
会
館
で
「
第
一

同
き
さ
ち
づ
女
性
74A

ラ
ム
l
k
と
男
H
色
し
さ
μ

を
迎
「
え

て
輝
け
f
個
性
」
が
開
か
れ
た
。

安号号 f、来斤 ~ 国釜を第↑02'8宅号

「七
一三
部
隊
の
総
密
は
、

間
相
場
ま
で
持
っ
て
い
け
」
と
石

井
四
郎
に
厳
命
さ
れ
半
世
紀
の

沈
黙
を
守
っ
て
き
た
一
冗
隊
貝
た

ち
。
尚
伐
の
波
の
行
き
着
い
た

と
こ
ろ
で
、
頑
な
に
口
を
閉
ざ

し
て
き
た
彼
ら
は
今
、
歴
史
の

証
言
者
に
な
ろ
う
と
い
う
決
意

#
持
ち
始
め
た
。

し
か
し
私
を
自
の
前
に
、

K

さ
ん
は
不
安
な
ま
な
ざ
し
を
隠

せ
な
い
。

「
あ
ん
た
、
わ
し
が
し
ゃ
べ
っ

た
こ
と
を
内
察
に
話
す
ん
じ
ゃ

ね
え
か
」
「
私
は
た
だ
、
わ
立
た
と
自

身
が
七

三

部
隊
で
体
験
さ
れ

た
と
と
を
聞
き
た
い
の
で
す
。

私
は
た
だ
事
実
を
知
り
た
い
の

で
す
」K
さ
ん
は
う
な
ず
く
で
も
尽

く
、
同
自
を
療
に
鼠
る
で
も
な
く
、

会
面
倒
は
五
百
人
を
越
す
参
加

者
で
超
満
員
。
ユ
ニ
ー
ク
な
の

は
、
一
般
入
場
券
と
は
別
に
、

「
男
女
ベ
ア
入
初
券
」
が
あ
り
、

五
十
組
が
参
加
し
て
い
た
こ
と

だ
。
男
性
の
参
加
を
促
す
一
努
力

が
伺
~
え
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
中
国
の
胡

弓
の
名
演
奏
家

・
経
紅
(
現
在

千
葉
大
字
大
学
院
生
)
さ
ん
の

演
奏
で
始
ま
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

開
成
劇
「
木
更
津
・
オ
ン
ナ
・

む
l
ぶ
め
ん
と
」が
盛
り
あ
げ
、

委員、その仲間たち

(揮3種郵恒物視可〉£第F司028号{軍3種郵恒物M!~)議斤降初

盤鱒置瞳璽盤観
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月
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産
制
医
扇
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立
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苧
昼

憲
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(6 ) 

あ
る
日
、
彼
は
マ
ル
タ
間
士

の
ヒ
川
ノ
ク
ス
を
自
に
し
た
。

「
梅
毒
の
感
染
実
臓
で
す
よ
。

二
、
三
人
が
白
衣
を
む
て
、
頭

な
り
白
い
頭
巾
を
ス
ッ
ポ
リ
か

マ
ル
タ
同
士
に
セ

と
き
だ
っ
た
。

彼
は
航
空
班
所
属
で
あ
っ
た

が
、
上
宮
色
に
か
わ
い
が
b
れ

る
人
の
良
さ
、
要
旬
。
良
さ
、

マ
ル
タ
輸
送
の
ト
ラ
ッ
ク
を
運

転
し
て
い
た
と
い
う
「
チ
ャ
ン

ス
」
に
思
ま
れ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
何
度
か
「
ロ
の
字
」

(
特
鵡
慌
獄
)
の
中
に
入
っ
た

体
験
を
も
っ
。

ーしV
々
C下

役
者
人
生
六
十
年
。
築
地
小

て

劇
場
に
入
り
、
広
島
で
原
爆
に

日比

遭
い
散
っ
た
「
さ
く
ち
隊
」
の

を

生
き
残
り
・
た
だ
今
八
十
一
歳

引
叫

の
池
田
生
ニ
さ
ん
の
抑
台
に
ほ

在

培
司
、
撃
に
露
し
て
い

品

四
月
十
七
日
に
、
ラ
l
ク
所

♂

沢
(
新
所
沢
駅
東
口
下
車
・宮

1
1
j
3
(
 

守一

1
4
4
6
1
4

:

l

、

卜
-
で
池
田
さ
ん
の
演
ず
る
一
人
芝

日
い

居
「
辻
立
ち
路
通
・
芭
熊
」
を

居

ぜ
ひ
皆
様
に
貝
て
頂
き
た
く
て

芝

筆
を
と
円
£
草
し
た
。

人

俳
聖
・
芭
府
間
の
知
色
れ
ざ
る

一

生
時
、
謎
の
女
、
寿
貞
を
め
ぐ

る
ド
ラ
マ
酔
『
弟
子
の
路
通
が

語
る
、
と
い
『「
壬
一
之
居
で
す
が
、

い
わ
ゆ
る
芝
、
居
の
た
め
の
芝
屈

で
は
な
く
、
そ
と
に
存
在
し
、

い
た
房
の
中
で
、
髪
を
ひ
っ
つ

め
に
し
た
巾
国
人
女
性
マ
ル
タ

は
、
観
念
し
た
よ
う
に
う
な
だ

れ
で
座
っ
て
い
た
。
セ
ッ
ク
ス

で
は
な
く
、
菌
を
雇
え
つ
け
ち

れ
て
感
染
し
て
い
た
マ
ル
タ
も

、-」
O

し
T
「
俺
は
こ
の
話
は
あ
ん
ま
り
し

た
く
な
い
」

凍
傷
実
験
を
し
た
吉
村
班
で

は
、
生
後
三
目
、
一
力
月
、
三
ヵ

月
の
乳
児
の
指
を
水
に
つ
け
凍

傷
の
実
験
に
し
た
と
い
う
話

を
、
私
は
思
い
出
し
て
い
た
。

会第1図書さらづ女性フォーラム食

女も男も個性発揮し

のびのび生きょう F 

し
な
が
ら
尋
幸
せ
に
塑
ち
し
て
い

る
そ
う
だ
が
、
平
供
の
頃
は
い

じ
め
に
あ
っ
た
。
想
像
を
絶
す

る
辛
コ
な
差
別
と
闘
い
つ
つ
、

四
宅
恥
手
を
し
て
い
た
。
特
段
監

獄
に
連
れ
て
一く
る
と
き
も
、
実

験
場
へ
説
法
す
る
と
き
一
も
、
マ

ル
タ
は
彼
の
運
転
で
遇
ば
れ

た
。
技
も
ま
た
、
女
マ
ル
タ
を

地 主職権担韓国尊重量画。
間… m

ツ
ク
ス
さ
せ
る

マ
V
マ
西
野
留
美
子

ぶ
っ
て
ね
。
自
の
と
こ
ろ
だ
け

が
開
い
て
お
る
ん
だ
。
そ
の
自

の
前
で
、
マ
ル
タ
に
や
ら
せ
る

ん
だ
よ
。
成
人
し
て
お
る
マ
ル

タ
は
そ
れ
な
り
に
感
じ
て
お
っ

た
」そ
の
後
、
マ
ル
タ
は
マ
ル
タ

専
用
房
に
入
れ
ら
れ
、
日
時
を

追
っ
て
の
発
病
経
過
が
記
録
さ

れ
て
い
っ
た
。
K
さ
ん
が
の
ぞ

みんなのページです。言いたいことや、知らせたし、

こと炉島ったら、どんどん控帽して下さL、。

電話 03(3343)1846
編集部 |
FAX 03(3348)1890 

9
1
6
4
7
5
(
午
睡
)
「
削
る
つ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ
ス
ベ

-全
圏
構
者
冊
人
浪
記
事
会
l
ス
」
、
テ
ィ
l
パ
I
一
プ
ィ
!
部

M
日
岡
山
間
加
分
日
比
一
余
念
担
保
同
有
(
2
堤
防
上
)
申
込
忌
-

笠
不
況
打
開
、
人
嗣
ち
し
く
生
き
問
合
せ
同
セ
ン
タ
ー
君
。
マ
6
7

た
い
中
小
商
工
捕
を
沼
む
間
人
事
揖

・
四w
・
4
0
0
6

主
、
主
性
Jt
眠
従
唱
者
の
出
ま
り

・
第
品
目
婦
人
週
間
配
意
申
罪

主
値
・
間
合
せ
全
商
虚
間
人
部
協
謂
畑

-V
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
写一旦度

品
会
宮
ω
・令
昔
話
7
・
4
3
9
l
「
宝
と
男

パラ、
J

ス
あ
る
社
会

-
フ
ォ

ラ
ム
川
{司態
「
女
性
セ
ヘ

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
シ
ン
ポ
」

ン
タ
ー
の
近
未
来務
採
る
」
いま、

市
出
協
同
時
日
分
陣
屋
市
立
市

女
性
セ
ン
タ
に
京
め
、
り
れ
る
も
の
民
セ
ン
タ
ー
ル
ナ
・
ホ
l
ル
(
J
R

目
白
山
山
叩
時
泊
分
i
げ
時
世
訟
芦
屋
町
4
7
分
)
基
間
制
面
「
払
に

市
茎
女
性
セ
ン
タ
ー
エ
ル
(
阪
司
と
っ
て
の
幸
田
桂
信
三
日
作
{
試
)
、

J
R
宝
塚
駅
ス
グ
)
壁
醐
報
告
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
立
と
男
パ
ラ

佐
醐
伴
子
(
エ
ポ
y
ク旧日閉豆、
7
ペ
ン
ス
あ
る
社
告
へ
」
間
世
代
(
垣
下

l
ナ
リ
ス
ト
)
分
科
金
包
蓋
「
島
市
長
)
、
加
岬
ひ
と
み
〈
鶴
ケ
島
市

忽
た
は
、
何
を
学
び
た
い
で
す
か
り
」
収
入
世
)
、
世
井
通
唯
一
ヴ
神
戸
市
外

②
開
銀
削
吾
温
ぶ
立
の
一
情
報
」
国
婿
太
君
段
)
、
北
村
出
江
(
四
度

⑦
柄
談
「
見
つ
め
よ
う
、
向
き
あ
お
市
長
)
、
h

川
村
龍
一
(
フ
リ
l
ア
ナ

ろ
、
立
の
も
や
も
や
」
⑤
自
立
支
援
ウ
ン
サ
1
〉
川
コ
l
一
ナ
ィ
ー
ー
タ
l
、

K
さ
ん
は
、
無
表
情
に
話
し

て
い
た
顔
を
し
か
め
た
O
彼
は
、

細
菌
実
験
に
つ
い
て
は
雄
井
に

話
す
の
だ
が
、
こ
と
女
マ
ル
タ

の
こ
と
に
な
る
と
、
急
に
口
が

撞
く
な
る
。

「
マ
ル
タ
同
士
に
セ
y
ク
ス
さ

せ
て
、
そ
れ
で
子
ど
も
を
生
ま

せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
も

実
験
だ
も
ん
で
・

」

切

も
う
一
人
、
航
空
班
の
中
の

海
恥
班
前
属
で
、
マ
ル
タ
輸
送

に
関
わ
っ
て
い
た
制
憲
男
さ
ん

(
七
六
機
)
は
国
防
色
の
シ
ー

ト
を
か
ぶ
せ
た
マ
ル
タ
輸
送
b

ラ
ッ
ク
、
通
称
「
特
別
車
」
の

員閉し帆 'L明日根崎帆柑1¥'J~i?そ明糾It r.
叶吃官trI宅制限抑財閥!Jl'i!i'/!t性誌宅a恐竜

着 、~'" '"，'点二pr;tァ..~ぷ暫:':::;:'1 1'~:~t;; ~;/ 
レ，，~.， ..叩勿可一… h 

f<_'.μH..，.、川は ね川山畑μ
ι 刷 。."吋…

諮
る
口
調
は
重
い
。

「
写
真
班
の
や
つ
に
焼
き
増
し

を
頼
ま
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

て
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
写
真
を
焼

き
ま
じ
た
が
、
そ
の
中
に
女
マ

ル
タ
の
性
器
の
写
翼
が
あ
っ
て

収
容
所
に
入
れ
た
ら
浄
化
?

「
環
境
浄
化
請
願
」
可
決
を
怒
る

外
国
人
売
春
婦
急
増
は
抜
本
的
対
策
で
l

東
京
都
池
袋
西
地
区

は
、
入
国
者
収
筈
所
の
よ
う
な

と
こ
ろ
へ
ど
し
ど
し
ぶ
ち
こ

め
。
収
容
所
が
足
り
な
け
れ
ば

初
役
し
ろ
と
い
う
と
と
で
す
。

街
顕
に
立
つ
女
性
を
つ
か
ま

え
て
強
制
収
容
所
に
入
れ
、
N

ク

サ
イ
も
の
に
フ
タ
H

を
し
て
問

題
が
解
決
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
す
ま
す
密
室
化
し
、
悲

惨
な
状
況
を
作
り
出
す
だ
け
で

は
な
い
で
す
か
。
問
題
の
解
決

は
全
く
別
の
方
法
を
考
え
な
け

議場禁煙で奮闘

57嘉寺町みどりさん

れ
る
始
末
。

?

こ
ん
な
高
笛
町
も
、
新
庁
合

建
設
の
計
画
が
出
、
よ
そ
の
市

や
町
の
施
設
の
見
学
に
待
っ
て

五
月
か
ら
「自
己
主
張
の
講
座
」

川川

「
東
京
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
セ
ラ
ピ
ィ
セ
ン
ヲ
l
」
で
開
催

川

東
京
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
ゼ
ラ
ピ

川
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
五
月
か
色

川
「ア

7テ
ィ
ブ
・
ト
レ
ニ

州
ン
グ
」
(
自
己
主
張
の
制
座
)

山
富
め
ま
す
。

川

μ

攻
駿
的
に
も
な
ら
ず
、
受

川
島
的
に
も
な
ら
ず
、
し
な
や
か

H

自
ニ
ン

グ
し
て
い
と
う
と
い
う
踊
座
で

す。
具
体
的
に
担
7

え
て
い
る
問
題

を
一
つ
ず
つ
首
擦
に
し
て
動
い

て
み
る
。
そ
う
い
う
場
を
設

定
し
て
、
実
際
の
や
り
と
り
の

中
で
、
回
り
と
の
関
係
が
変
化

す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
っ

写
真
展
「
近
代
日
本
の
女
性
史
売
駆
セ
ン
タ
ー
(
地
・
昭
楠
駅
A
4
出
口

者
た
ち
の
肖
憎
」
旧
日
幽
j
h
凶
日
開
5
分
)

「国
際
法
の
副
み
方
3
人

間
セ
ン
タ
ー
ロ
ヒ
l
A
与
開
野
面
骨
何
存
の
出
的
根
拠
」
林
和
男
(
弁

子
、
平
哩
ち
い
て
う
、
市
川
開
棺
ほ
技
士
)
全
宿
直
医
学
校
跡
地
で

か
問
合
せ
「
問
屋
市
・
女
性
問
慌
発
見
さ
れ
た
人
骨
間
相
吾
究
明
す
る

同
当
E
Q
6
7
引
・
2
1
2
1
4
E
書

官
閃
・3

2

8
・7

5

8

1
2
、
高
-
q
ui

-
R
6

・
鼎
思
固
語
ゆ
講
演
会
「
宜
と
9
1
(
小
林
・
直
)

男
の
共
団
?
提
出
」

そ
払
よ
レ
医
習
を
め
ざ
し
て

凶
日
幽
凶
時
せ
た
が
や
女
性
セ

1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-

主

主

宇

言

語

、

京

一
お

知

王
井
の
取
組
乍
北
沢
駅
5
8

桐

「
j
el
l
i
--
-

師
金
井
副
チ
(
昼
間
短
大
教
授
)
車
者
の
権
利
#
考
える

申
込
五
・
問
合
せ
匂
色
手
U
す
哲
郎
げ
日
出
H
時
さ
い
な
正
共
同
音

5
4
7
8
・内
口

f

国
(
J
R
詩
的
駅
西
日
分
)
掴

・
人
骨
盤
定
結
県
公
聖
一
周
年
国
瑞
樹
〔
ジ
ベ
1
ナ
リ
ス
ト
)
、
近

『人
骨
は
訴正
吾
{γ
」
軍
医
学坤
厳
酷
帥
(
唖
大
病
院
医
師
)
、
暗
回
伸

地
で
尭
見
吉
れ
た
人
骨
同
種
多
萌
一
(
井
謹
士
)
学
寵
患
者
の
梅

す
る
住
民
の
聾
い

刊

出

を

つ

く

岳

会

埼

玉

瞳

暗

告

連

げ
日
出
は
崎
新
柄
区
煽
人
的
報
枯
赤
松
出
盟
事
閉
所
E
0
4
9
2

【昼
の
コ
ー
ス
】

巴
時

。5
月
8
日
(
土
)
か

ら
毎
週
土
昭
回
全
ω
回
ω
時

i
ロ
時
ト
レ
ー
ナ
ー
総
田
知
恵
、

高
柳
素
子

【夜
の
コ
l
ス
】

口
時
5
月
日
日
(
火
)
か

ら
毎
週
火
曜
日
全
日
田
川
町
時

ね
。
B
5
の
半
分
く
ら
い
の
大

き
さ
で
す
よ
。
淘
毒
に
感
染
し

て
い
る
属
部
の
も
の
で
、
ビ
ラ

ン
レ
て
い
る
状
態
が
大
き
く
く

っ
き
り
写
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ

悌

ぞ

Ui-i，!とji
心
理
的
な
恩
力
も
多
い
4
の

の
し
る
」

λ
三
八
七
)
、
「
な

ぐ
る
そ
ぶ
り
」
(
ニ
=
二
)
「
実

家
や
友
人
と
の
つ
き
あ
い
禁

止
」
(
二
二
九
)
「
病
気
で
床

に
つ
い
て
、

性
的

a
hで
は

「気
が
す
す

ま
な
い
の
に
セ
y
ク
ス
さ
せ
ら

れ
た
」
(
三
八
回
)
、
「
他
の

家
族
が
い
る
の
に
セ
ッ
ク
ス
」

(
一
九
O
)
「
セ
グ
ク
ス
が
ヘ

タ
だ
と
非
難
」
三
一
=
一
)
等
々
。

世
界
銀
行
の
役
割
批
判

ア
ジ
ア
先
住
民
女
性
の
集
会

をヨ

動製
の
う
イ
カ
の
カ
メ
ラ
で
織
影

し
た
も
の
で
、
白
黒
で
し
た
。

他
に
も
女
マ
ル
タ
の
裸
体
や
性

器
の
写
真
が
い
く
つ
も
あ
っ
た

ー
」そ
の
写
真
の
横
に
は
日
付
が

も
大
て
い
分
煙
に
な
っ

と
い

2
」
と
で
、
大
分
空
気
が
川

変
わ
っ
て
き
た
。
と
の
ほ
ど
寺
川

町
さ
ん
が
+
会
議
で
一
般
質
問
川

し
た
と
こ
ろ
、
協
議
会
等
に
相
川

校
す
る
と
前
向
き
密
封
に
な
っ
川

て
き
た
と
い
う
。

川

な
お
、
高
富
町
議
会
は
ず
っ
酬

と
主
性
議
員
君
。

一
昨
年
九
月
川

や
っ
と
寺
町
さ
ん
ち
二
人
、
女
川

性
綴
貝
が
誕
生
し
た
。
フ
レ
ア
川

シ
ュ
議
員
の
寺
町
さ
ん
ら
が
、

川

士
口
撃
の
扱
貝
を
説
4
『
C

M

分
煙
H

川

i
m
時
ト
レ
ー
ナ
ー
小
沢
呑
保
川

豆
、
す
と
う
量
子

川

料
金

。い
ず
れ
の
コ
l
ス
も
馴

1

0

0

円

富

語

名

川

場
所
・
東
京
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
川

セ
ラ
ピ
ィ
セ
ン
タ
ー
干
印
盛
田
川川

区
太
平
2
1
3
1
1
第
3
寺
川

田
ピ
ル

川

申
し
込
み
同
セ
ン
タ
ー
宮川

町
・
5
6
0
8
・
0
1
2

7

討

-
0

0

2

0

ト

ワ

l

ク

・
スト
y

ブ
改
哩
わ
れ

・
は
な
し
あ
い
の
揖
い
「
ボ
ラ
ン

A
6
る
が
ず
(
中
野
区
東
中
野
l

ティ
7
0ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

社
会
4
5
新
日
文
会
館
l
F
)

に
お
け
る
つ
な
が
り
の
再
構
築

・
そ
れ
い
ゆ
例
会

げ
白
出
日
間
鉛
八
月
敏
文
館
ピ
ル
同
月
日
間
同
両
加
分
六
甲
助
労
市

日
階
(
地

・
姐
座
駅
A
9
出
口
)
川
氏
セ
ン
タ
ー
(
J
R
六
甲
道
駅
ス

金
子
郎
容
(
一描
大
教
俊
)
捌
円
グ
)
テ
1
7
「
カ
ム
バ
ッ
ク
マ
イ

問
合
せ
I

削
日
本
ク
リ
ス
チ
今
ン
・
パ
パ
」
明
野
園
出
郎
(
神
-
戸
学
誼
再
開

ア
力
一
言

T
古
関
・
2

6

7

6

n
血
塗
且
)

ー
ー
ー
I
l
l
i
-
-
J
・
第
問
団
関
白
骨
室

ら

せ

一

日
岡
山
両
罪
人
形
程
度

I
l
l
i
-
-
-
-
-
L

陪
(
地
人
形
町
駅
)
車
ど
・
み

1
9

8

ち

お

(

作

詞

家

)

l
日
D
D円

-Z卜γ
プ
改
曹
υ
生
活
の
場
か
問
合
せ
置
と
変
時
人
会
E
m
・3

b
「
政
治
改
革
」
亙
曹
の
p
b
い
」
B
k
g
-
O
R
6
3
様
申
込
み
ハ

を
考
え
る

ガ
キ
で
3
目
前
ま
で
に
開
会
干
問
注

円
日
凶
日
時
却
分
エ
ポ
ッ
ク
同
声
川
区
西
小
山
』
3
1
お
初

(地袋
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
プ
ラ
ザ

.Aファ
ザ
!
ル
氏
(
0
c

m
F
)

括

・
町
岐
誠
子
(
完
桶
宝

U
名
嘗
顧
問
・
国
世
代
署
)
と
消
費

大
軸
度
)
主
胆
女
た
ち
の
み
A
Y

者
団
体
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

去

る

一

月

一

一

十
日
ま
で
、
一

・
パ

ギ
オ
市
で
、
す
ジ
ア
先
住
民
女

性
会
識
が
開
催
さ
れ
た
。

約
二

E
W
6参
加
者
は
、
自

国
の
一
政
事
新
興
経
済
国
の
一

っ
た
ら
ん
吃
あ
が
く
過
程
で
、

先
住
民
の
土
地
、
天
然
資
源
が

vv 

収
奪
さ
れ

τい
る
現
状
に
つ
い

て
報
告
。
世
主
ん
ど
の
人
が
、

世
界
銀
行
新
果
た
し
て
い
る
役

割
を
批
判
じ
た
。

イ
ン
ド
ル
」
ミ
ャ
ン
マ
ー
(
ビ

ル
マ
)
に
は
さ
ま
れ
た
地
域
、

入
念
に
密
き
込
ま
れ
て
い
た
。

中
に
、
感
染
後
一
年
と
か

一
年

半
と
い
う
数
字
が
あ
っ
た
の

を
、
彼
は
記
憶
し
て
い
る
。
梅

毒
菌
の
顕
微
鏡
写
真
も
あ
っ

-」

O
7

苧

宇

「
私
が
運
ん
だ
だ
け
で
も
女
マ

ル
タ
は

ω十
本
は
い
た
ね
。
中

園
、
ロ
シ
ア
、
そ
れ
に
、
ド
イ

ツ
や
フ
グ
ノ
改
人
わ
い
た
よ
。

乙
れ
は
「
回
き
弘
知
覚
え
て

い
る
。
紘
一
む
ン
駅
ま
で
汽
阜

で
運
ば
キ
き
た
の
を
富
し

た
。
汽
車
の
↑
番
ケ
ツ
の
と
こ

ろ
に
マ
ル
タ
が
乗
せ
ら
れ
て
い

て
ね
。
レ
か
レ
、
女
マ
ル
タ
は
、

男
マ
ル
タ
と
纏
っ
て
口
監
品
扱

い
さ
れ
ま
し
た
よ
。
ミ
シ
ン
か

け
と
か
、
つ
ペ
ろ
い
も
の
な
ん

か
も
さ
せ
て
い
r
た
か
ら
ね
。
し

か
し
、
結
局
は
み
ん
な
梅
毒
の

実
験
に
使
拍
れ
、
く
ま
な
く
検

査
さ
れ
、
最
後
は
解
剖
さ
れ
性

器
は
ホ
ル
マ
比
ン
泊
け
だ
よ
。

み
お
な
陳
到
隻
に
並
べ
で
あ
っ

た
ね
」

一る
リ

五
口
、[
引
{

一一三岡
、
?i

守
、
・
〆

A
H
H

UH

R
 

ん

uhl

々
c

jド

子
一と

み
一

、
tJ

民、，ノ

滝、，
E
唱

A
4
・F

、
米
り

鱗
一
帥
が
ι
「
語
り
た
い
映
画
」

と
そ
の
映
画
の
上
映
で
好
評
の

附
津
田
塾
舎
の
「
ト
1
ク
&
シ

ネ
マ
」
は
パ
骨
年
で
六
回
を
迎

え
る
。

示

今
回
の

414
ク
は
、
作
家
の

刷
米
谷
ふ
み
子
(
第
九
回
芥
川
賞

津田塾会の「トーヲ&シネマ」

世
界
銀
行
が
撤
退
ヘ

ナ
ル
マ
タ
・
ダ
ム
計
画
か
ら

E・E・--EE---
運
動
へ
と
広
が
っ
た
。

.，
 
.. 圃・・・E
・
園

田
本
政
府
は
一
九
九
O
年、

一
九
八
七
年
の
台
工
以
前
か
同
計
画
へ
の
追
加
融
資
の
中
止

ら
、
現
地
住
震
や
国
際
的
環
境
を
決
め
た
が
、
世
銀
か
ら
の
融

団
体
が
反
対
運
動
に
取
り
組
ん
資
は
続
い
て
い
た
。
日
本
の
世

で
い
る
、
イ
ン
ド
の
ナ
ル
マ
ダ
銀
へ
の
出
資
・
拠
出
は
ア
メ
リ

・
ダ
ム
計
画
か
ら
、
世
界
銀
行
力
に
次
い
で
二
番
目
。
独
立
調

が
撤
退
す
る
ζ
と
に
な
っ
た
。
査
団
・
モ
1
ス
委
員
会
の
報
告

同
計
画
は
、
千
三
百
十
一

一J

で
も
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
闘

に
わ
た
る
ナ
ル
マ
ダ
川
に
、
三
題
が
多
い
と
指
均

十
の
大
規
模
ダ
ム
、
百
以
L
の
日
本
で
は
「
地
球
の
亥
」
な

中
規
模
ダ
ム
、
数
千
も
の
小
規
ど
の
N
G
O
が
、
世
銀
を
通
し

僕
ダ
ム
を
建
寂
し
、
治
瓶
、
発
て
の
間
接
的
融
資
も
や
め
る
よ

電
を
し
よ
う
と
い
う
巨
大
プ
ロ
う
に
働
き
か
け
て
い
た
。

ジ
ヱ
ク
ト
。
日
本
の
O
D
A
と
「
イ
ン
ド
の
住
民

・
N
B
A

世
銀
の
融
資
で
一
建
設
が
巡
め
ら
を
は
じ
め
、
さ
さ
や
か
な
力
を

れ
て
き
た
が
、
環
境
保
全
、
住
出
し
て
き
た
国
際
N
G
O
(
E

民
の
人
橋
保
畿
の
観
点
か
ら
、
D
F
H
環
境
防
衛
基
金
、
地
球

反
対
運
動
が
激
化
。
運
靭
は
、
の
友
)
の
大
き
な
勝
利
」
と
地

小
さ
な
住
民
運
動
か
ち
世
界
の
磁
の
友
で
は
言
っ
て
い
る
。

ナ
ガ
ラ
ン
ド
で
強
守
葬
」
目
指
し

て
い
る
あ
る
女
性
は
、
世
界
銀

行
は
三
件
の
ダ
ム
建
霞
に
資
金

銀
助
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
何

千
人
も
の
人
が
強
制
移
住
さ
せ

ち
れ
る
と
語
っ
た
。
、

マ
レ
ー
シ
ア
南
部
か
ら
の
代

表
は
、
大
規
模
ダ
ム
建
設
、
と

ど
ま
る
こ
と
の
な
い
熱
帯
林
皆

伐
に
よ
り
、
先
住
民
は
追
い
出

し
を
図
ち
れ
て
い
る
と
い
う
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
代
表

は
、
世
界
銀
行
が
女
性
に
対
し
、

強
制
的
集
団
不
妊
処
置
を
命

じ
、
そ
れ
が
融
資
の
一際
の
条
件

の
ひ
と
つ
と
し
て
い
る
こ
と
を

告
発
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
タ
イ
国

境
近
く
に
住
む
カ
レ
ン
の
人

々
、
中
国
間
境
近
く
に
住
む
カ

r 

受
賞
・ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
柁
住
)

さ
ん
が
、
米
映
画
『
ハ
リ
1
と

ト
ン
ト
』
を
語
る
。

『
ハ
リ
l
と
ト
ン
ト
』
は
、
自

由
を
求
め
て
、
愛
猫
ト
ン
ト
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
ま
で
旅
す
る
ハ
リ
!
じ
い

さ
ん
の
物
語
。
製
作

・
脚
本
・

監
倍
を
長
ね
た
ポ
l
ル
・
マ
ザ

ー
ス
キ
ー
は
「
こ
の
作
品
は
別

に
深
い
意
味
は
な
い
が
、
も
し

何
か
が
描
か
れ
て
い
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層

の
人
に
受
切
入
れ
ら
れ
る
人
生

の
姿
が
あ
る
」
と
一
言
っ
て
い
る
。

ハ
リ
l
役
の
ア
l
ト
・
カ
ニ

!
の
名
一
演
技
は
、
一
九
七
五
年

ア
カ
デ
ミ
ー
貫
主
演
男
優
賞
ほ

か
多
く
の
貨
を
受
賞
。
作
品
も

数
々
の
円
以
に
輝
い
た
。

社
会
人
入
学
の
部
叩
人
が
決
定

「
工
イ
ホ
ン
女
性
ス
カ
ラ
ー
シ

ッ
プ
」

働
き
な
が
ら
、
あ
る
い
は
主

陥
を
し
な
亦
色
大
学
で
樹
極
的

に
学
ん
で
い
る
み
を
奨
励
援

助
し
よ
う一
ど
い
う
『
エ
イ
ボ
ン

女
性
ス
カ
ラ
ー
シ
ョ
ッ
プ

・
社

会
人
入
学
旬
部
』
の
一
奨
挙
生
十

名
が
、

ζ
の
ほ
ど
決
定
し
た
。

奨
学
金
は
、
一
人
年
額
二
十

万
円
で
、
返
済
義
務
が
な
い
の

が
特
徴
。

一
九
八
O
年
に
ス
タ

ー
ト
し
、
今
回
坪
年
己
め
延
べ
八

十
五
人
が
受
け
て
い
る
。

今
回
の
奨
学
生
は
次
の
と
お

的
ン
。

開司a誌東

1喜15ui
シ拭 葉北

yL(品主ク
!が N }レ
iB同ツ 推 ι

上進
苫に
レ役
L立
毛て i

|る

四
日
開
日
間
主
照
会
館
4
F

・
地
壇
リハ
『

テ
j
y
ョ
ン
の

駅
)
幌
国
「

(J
R
、
地
"
号
取
前
)
テ
1
実
践
皆
が
幸
せ
毒
じ
る
よ
っ
に

ル
・

2
時」

マ

「

製

品

叫

安

全

と

園

隙

協

力

」

l

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

近

腰

間

開
料
迎
柏
戸
&
/
ロ
聞
ま
で
に
官

制
目
出
川
崎
シ
ニ
ア
ハ
ウ
ス
在
院
医
師
)
、
酷
木
利
崩
(
弁
明
暗
土
)
、

句
3
2
2
7
8
1
2
i
鶏
躍
坂
〈
宮
ω
・2

6

・
3
υ
1
7
)
掴
回
開
砲
(
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)
、

合
会

st

山
本
相
暗
〔
大
関
市
保
健
也
串
間
祉
明
月
相
手
(
医
蝉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
)

・
放
送
房
副
聖
る
女
性
の
吉
例
会
セ
ン
タ
ー
間
昼
)
湖
円
申
込
扉
司
金
山
小
林
尭
吾
(
ア
ナ
)
鼎
料

引
品
持
管
日
本
チ
レ
ピ
生
語
学
研
究
所
高

5
5
主
臨
白
書
の
術
裂
を
つ
く
る
金

竺
別
算
。
千
円
地
・
麹
町
る
ク
)

・
1
4

4

5

組

問

拍

宮
町出
-
a

i

l
・
9
l

視
聴
者
大
い
基

7
5ピの
央
富

里

宝

章

』

産

E

功
罪
主
臨
志
送
を
創
る
女
性
の
芸
術
家
の

長

件

・

ヒ

ロ

シ
マ
と
ア
刊、ノ
ア
の
食
た
ち

会

十

一

凶

日

出

は

時

現

日

都

女

性

情

報

の

戦

争

-
計
良
費
輯
作
品
上
映
&
ト
l
ク

セ
ン
タ
ー
(
J
R
、
地
・
臨
回
帽
駅
川
品
目
出
日
両
開
品
金
館
(
I
R
、

お
日
幽
同
時
エ
ポ
y

ク
旧
ス
グ
)
青
揖
み
ど
り
A
畏
怖
史
軍
-
小
白
急
新
宿
目
駅
南
口
7
八
月
)
栢

「悩
ま
し
き
関
車
タ
ワ
ー
の
も
と
千
東
大
教
侵
)
申
込
み
同
セ
ン
照
川
万
千
代
(
平
和
通
動
車
)

山酬

で
」
(
仰
年
th品
会
、
「
輯
の
部
会
タ
l
E
ω
2
4
3
5
・
1
1
4
0
円
主
匝
I

不
明
兵
士
の
会
話

(
例
年
三
河
川
8
1
0
0
0
内
(
百
・
晶
な
た
が
底
扉
由
主
人
公
l
医
3
4
8
1
4
1
8
0

予
泊
馴
円
)
予
約
・
問
合
せ
r

エ
師
と
患
者
の
新
し
い
間
保
在
京
め
て

ポ
y

ク
叩
官
邸
3
5
E
b
-
-
6
M
日
出
ロ
時
泊
分
科
学
技
師
曲

目

7

サ

イ

エ

ン

ス

ホ

l

ル

(

地

'
竹
冊

川川111111 

学 用
ノ、 伊uy 
ス 会 ニ
ツj;J:.ア
ヲ;7 ，¥、

時記
52 

無
表
情
に
私
を
見
つ
め
た
。

ロ
司
」
b
り
な
が
ら
も
話
し
始

め
た
彼
が
、
ひ
と
し
き
り
動
同
聞

し
た
の
が
、
女
マ
ル
タ
の
一
梅
宮

の
感
染
実
験
に
つ
い
て
尋
h

似た

ホ
ル
マ
リ
ン
漬
け
性
器

シ
ニ
ア
視
で
は
H
ひ
と
り
替

ら
し
ρ

の
謹
の
問
題
に
つ
い
て

学
習
し
て
き
ま
レ
た
が
、
今
回

は
現
地
調
査
で
す
。
秋
山
村
は
、

村
お
乙
し
の
一
貫
と
し
て
、
四
聖

苑
開
発
を
予
定
し
て
い
る
村
で

1111 

o
S
附
変
更
。

地
鼠
の
友
一
Tm
東
京
都
目

H川

提
供
し
て
行
っ
て
い
る
グ
ガ
レ

ー
ジ
セ
l
ル
H

が
一-一月一

一十
目
、

十
四
百
軒
湿
-
え
た
。

同
セ
1
ル
は
、
東
京

・
多
摩

地
区
で
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
を
展

開
し
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団

体
「
有

・
コ
ミ
ネ
γ
ト
」
が
、

開
催
場
所
の
確
保
に
行
き
詰
ま

っ
た
こ
と
か
色
、
同
社
が
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
提
供
を
提
案
し
実
現

し
た
も
の
。
昨
年
六
月
に
ス
タ

す
。
駒
師
は
、
井
上
治
代
さ
ん

(
引
世
犯
の
血
再
開
と
お
塑
を
考

え
る
会
代
表
)
で
す
。

新
緑
の
季
節
、
散
策
も
兼
ね

て
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
?
日
時
4
月
下
お
日
(
日
)
、

朝
9
時
新
宿
駅
集
合

場
所
山
梨
県
秋
山
村

会
費
6
0
日
0
円
(
パ
ス

代
、
昼
食
代
含
む
)

黒
区
中
目
黒
4
8
!
日
宮
ω

-
nφ
ヴ'ハ
o
n
u
-
q
x
O
A守
A守
、

P
A

-スター

る

'.l: 

小型・軽量パワーノスル

チ
ン
の
人
々
に
対
し
、
大
規
模

な
軍
事
攻
一
揺
が
加
-
芸
口
れ
て
い

る
と
い
う
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
北
部
、
南
部
の

先
住
民
は
、
対
ゲ
リ
ラ
爆
盤
と

強
制
立
ち
退
き
に
よ
り
抹
殺
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
森
林
破

担
に
抗
織
す
る
先
住
民
に
対

し
、
国
内
治
安
維
持
法
が
発
動

さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
九
一

年
東
チ
モ
l
ル
で
行
わ
れ
た
大

山
虐
殺
が
、
な
お
先
住
民
に
向

け
ら
れ
て
い
る
。

参
加
者
は
、
先
住
民
女
性
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
ロ
ビ

ー
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
動
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
い
っ
て
い

る
。
会
議
の
記
録
は
、
ア
ジ
ア

各
国
政
府
と
国
速
に
送
ら
れ

る。(ウ
ッ
サ
ン

・コ
ン
シ
ュ
ー
マ

l
)
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5.5cmの敷居・段差も軽がる。

防臭加工の紙パッ?で
t罪気スッキリ

松下電器産業株式会社

ナショナル掃除機
心(tj町ごす先端附i-HumanElectronics 

•••••.••••••.• 

• 

•• H

埼

山

間

十

J

川

に

コ

広

明

作
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Z
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コ

，
ク
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問
問

u
m
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α
判

川

日
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四
九
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川
口
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L

'

f
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F
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色

川

多

引比一フ

指
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・

一
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、

ιr
f
宅

t

hA
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勉

ん

同
庁

間

開制
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日
制

一
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p
、

ゆ
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カ

ド
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米
谷
さ
ん
の
夫
、
ジ
ョ
シ
ュ

.
グ
リ
ー
ン
フ
ヱ
ル
ド
さ
九

が
、
乙
の
映
画
の
脚
本
を
執
筆

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ち
、
単
な

る
フ
ァ
ン
と
は
遭
う
、
一
歩
踏

み
込
ん
だ
話
が
聞
か
れ
る
の
で

は
な
か
る
っ
か
ー
ー
。

日
時

げ
日
(
土
)
日
時

場
所
:
津
田
ホ
l
ル
(
J
R
千

駄
ヶ
谷
駅
前
)
参
加
賢
一

般
1
5
0
0
円
、
学
生
1
0

0

0
円
申
し
込
み
官
製
ハ
ガ

キ
に
、
住
所
、
氏
名
、
霞
語
、

一般
・
『
忍
別
お
よ
び
「
ト
ー

ク
&
シ
ネ
マ
」
希
望
と
密
き
、

干
山
渋
谷
区
平
駄
ゲ
谷
l
i
凶

l
御
津
田
島
会
文
化
専
門
委

員
会
へ
。
電
話
申
し
込
み
も
可

宮
ω
・
3
4
0
2
・
8
8
3
2

(
直
)
。
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高
木
志
保
(
明
日
〕
H
青
学
、

峰
岸
ま
や
子
(
m
M
)
H
東
津
大
、

古
口
煎
〈
包
)
H
問
、
海
老
名

み
さ
子
(
川
刊
)
H
問
、
佐
藤
富

士
手
(
ω
)
H
夜
間
同
英
和
、
飯

島
佐
知
子
(
却
)
H
明
大
、
宗

崎
美
香
(
州
出
)
H
明
大
、
中
村

昌
吉
奈
子
(
m
m
)
H
明
学
、
水
内

奈
美
(
お
〉
H
向
、
小
野
坂
仁

美
(
お
〉
H
立
大
(
敏
称
略
)

iiI a ， 

ー
ト
し
、
ほ
ほ
毎
月
に
一
回
の

ぺ
l
ス
で
開
か
れ
て
い
る
。

出
居
は
、
地
元
住
民
が
ほ
と

ん
ど
だ
が
同
社
首
謀
所
員
も
、

持
ち
寄
り
嘗
業
所
と
し
て
出

居
。
そ
の
売
り
上
げ
金
、
出
居

者
か
色
の
券
金
な
ど
を
合
わ

せ
、
地
元
の
公
共
団
体
へ
寄
付

す
る
活
動
も
待
っ
て
い
る
。

同
社
で
は
、
こ
の
活
動
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
捻
進
に
役
立
つ
と

考
え
今
後
も
積
極
的
に
開
催
し

て
い
く
と
い
う
。

ロ 三菱地所の土地活用

パートナー
パトナ一事業部面012013'2)8107
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ご
近
所
で
、

土
地
活
用
が
は

t
ま
っ
た
。

衡
の
結
簡
は
、
人
が
中
心
。

土
地
活
用
.
と
な
れ
ば
次
の
主
役
は
あ
な
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ご
近
所
の
み
立
さ
ん
が
、
き
っ
と
気
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
か
ら
。

あ
な
た
の
た
め
に
、
ご
近
所
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
ー
ー
.

情
頼
で
君
、

J
」
近
所
付
霊
ロ
い
b

の
よ
う
に
気
が
ね
な
く
相
続
で
き
る
.

良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
を
お
週
ひ
く
だ
さ
い
.

一
憂
地
所
の
土
地
活
用

《パ
ー
ト
ナ
ー
v
は
、
豊
富
な
経
験
と
実
績
に
よ
っ
て

婚
わ
れ
た
技
術
‘
そ
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
ん
立
〈
究
悔
し
て
.

土
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
お
応
え
し
ま
す
.

企
画
・
立
婁
か
ら
‘
建
物
完
成
後
の
運
営

・
嘗
理
に
い
た
る
ま
で
‘

私
た
ち
は
、
文
字
通
り
‘
あ
な
た
の
身
近
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
続
け
ま
す
。

あ
な
た
の
土
地
活
用
の
ご
近
所
で
あ
り
た
い
。

私
た
ち
は
《パ
ー
ト
ナ
ー
》
で
す
。

εr... c..""PUT"s/1..，加吋
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入
場
者
お
万
人
超
え
る

子
ど
も
人
権
条
約
を
分
か
り
易
く

〈土曜日〉

12都市で開催

「
創
価
学
会
婦
人
平
和
委
員

会
」
が
開
催
し
て
い
る

「
毛
田
〉
寸
何
回
利
子
ど
も

の
人
権
展
」
が
、
四
月
四
日
ま

で
横
浜
市
で
聞
い
た
展
覧
会
で

十
二
会
場
と
な
り
、
入
場
者
は

の
べ
二
十
五
万
人
を
越
え
た
。

同
震
は
、
「
子
ど
も
の
人
権

条
約
」
の
精
神
の
普
及
を
ね
が

い
、
子
ど
も
が
子
ど
も
ら
し
く

生
き
る
権
利
を
守
り
た
い
と
企

画
さ
れ
た
も
の
。
ユ
ニ
セ
フ
の

助
言
を
受
け
、
問
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
が
一
年
間
の
討
論
の
う

え
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
わ

か
り
や
す
く
三
十
三
枚
の
パ
ネ

ル
に
し
た
。
こ
れ
に
田
沼
武
能

さ
ん
の
世
界
の
子
ど
も
の
写
真

五
十
点
が
メ
イ
ン
展
示
。
そ
れ

に
展
覧
会
を
聞
く
地
元
の
制
作

の
展
示
を
加
え
て
開
催
し
て
い

る。

1993年 4月 10E3 

子供の人権展」r WHAT'RE 

安斎 f、来斤陪宵国釜2r(第3種郵便物録音J)

四
月
か
ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
月
ご
と
に
テ
l
マ
・

ス
パ
イ
ス
を
決
め
、
料
理
を

通
し
て
、
そ
の
ス
パ
イ
ス
の

特
性
や
使
い
方
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。
毎
月
十
日
号
は

「
基
本
編
」
。調
理
テ
ク
ニ
ッ

ク
と
し
て
は
初
心
者
向
き
、

二
十
日
号
は
「
中
級
編
」
で
、

料
理
に
は
ち
ょ
っ
と
自
信
が

あ
る
人
に
お
す
す
め
で
す
。

三
十
日
号
は
、
さ
ら
に
技
術

を
磨
き
た
い
人
に
。
料
理
だ

け
で
な
く
、
一
歩
踏
み
込
ん

だ
話
題
も
提
供
し
て
、
ス
パ

H
編
集
部

庭
の
草
花
も
、
一
斉
に
開

花
し
始
め
ま
し
た
。
ハ
l
ブ

た
ち
も
、
香
り
を
葉
に
含
ま

せ
て
、
か
わ
い
い
花
を
咲
か

せ
る
時
を
待
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ブ
の
中
で
も
、
そ
の

香
り
を
好
ま
れ
H

ハ
l
ブ
の

王
様
H

と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
の
が
「
パ
ジ
ル
」
で
す
。

日
本
で
は
イ
タ
リ
ア
名
の

「
パ
ジ
リ
コ
」
の
名
で
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ス
に
迫
り
ま
す
。

四
日
市
、
岐
阜
、
愛
媛
で
も
開
催
予
定

一
九
九
一
年
八
月
の
神
戸
屋

を
皮
切
り
に
各
地
で
開
催
、
横

浜
の
あ
と
は
四
月

・
四
日
市
、

五
月
・
岐
阜
、
八
月
・
愛
媛
の

予
定
。
子
ど
も
の
人
権
条
約
が

批
准
さ
れ
る
ま
で
息
長
く
つ
づ

け
る
と
い
、
っ
。

「
子
ど
も
の
人
権
条
約
が
ま

だ
日
本
で
批
准
さ
れ
て
な
い
こ

と
を
知
ら
な
い
人
も
多
く
、
本

当
に
日
本
人
は
人
権
や
子
ど
も

の
こ
と
に
関
心
が
習
い
と
思

う
。
し
か
し
、
一
た
ん
屋
示
会

を
聞
く
と
皮
舗
が
大
き
く
、
横

浜
展
で
も
八
日
間
で
二
万
六
千

人
の
入
場
者
が
あ
り
、
ア
ン
ケ

ー
ト
が
二
千
も
集
ま
り
ま
し

た」

。
(
小
林
千
佐
子

・
創
価

学
会
婦
人
平
和
委

・
委
員
長
の

話
)

ま
だ
関
心
薄
い
日
本
人

展示のパネルを見いる人々 {創価学会港北文化会館で)

い災、
~
4
A
・r
・-nv
バ
ゾ

りww
対
心
配
訟
が
YUM
詰
W
A
4
4括
主
司
令
ぷ
3
4円
v
k
い
怒
り
が
か
込
諮
問
詩
宗
寺
J

詑
誌
日
産
投
U
W
K
Mお
お

-
出
一
括
=
罰
則
刻
制

1三一涯一一

ー』一ヨ一三一一

日
B
附

1
5月刊
ω
日

聞

東

京
国
立
博
物
館
(
上
野
駅
ス

グ
)
日
本
の
仏
教
美
術
が
咲

き
誇
っ
た
天
平
期
の
仏
像
を
中

心
に
、
飛
鳥
、
奈
良
、
平
安
、

鎌
倉
の
各
時
代
に
製
作
さ
れ
た

同
ハ
凶

V
特
別
展
「
大
和
古
寺
の
仏

た
ち
」
|

|
千
年
の
彼
方
、
遥

か
な
る
ま
ほ
る
ほ
の
都
を
想
つ

第 1028号

ブロッコリ ーは汁をからめるように・・・

トマトの表面を軽く焼きます

横浜展での地元展示。地域の子どもたち800 0人の顔写真を
集め<宇宙号>を作りあげた

ト
1
・
(
ト
)
・
マ
ン

・

プ
ラ
l
は
直
訳
す
れ
ば
、
「
た

く
さ
ん
の
油
で
揚
げ
た
魚
」

と
い
う
意
味
だ
け
ど
、
実
際

は
タ
イ
の
さ
つ
ま
揚
げ
の
と

と
で
あ
る
。
で
も
、
揚
げ
て

い
る
の
を
見
て
い
る
と
、
と

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
ピ
ッ
タ
リ

と
思
っ
て
し
ま
う
。
最
も
こ

の
国
ら
し
い
、
オ
ー
プ
ン
・

エ
ア
l
の
食
べ
物
屋
の
調
理

場
は
道
に
面
し
て
い
る
。
大

鍋
に
グ
ラ
グ
ラ
と
沸
き
立
つ

よ
う
に
熱
せ
ら
れ
た
大
白
の

揚
げ
油
。
働
き
者
ち
し
い
お

ば
さ
ん
が
(
何
故
か
お
じ
さ

ん
は
い
な
い
/
)
ボ
l
ル
に

入
っ
た
ト
!
(
卜
)
・
マ
ン

・

プ
ラ
l
の
種
を
片
手
で
ひ
ょ

い
と
つ
ま
み
上
げ
、
両
手
で

ク
ル
ク
ル
と
お
だ
ん
ご
に
丸

め
、
ペ
タ
γ
と
押
し
て
小
判

型
に
す
る
。
と
、
同
時
に
油

の
中
に
ポ
ト
ソ
と
落
と
す
。

小
判
型
の
極
は
、
一
度
鍋
の

底
に
沈
ん
で
い
き
、
す
ぐ
に

ピ
ョ
コ
リ
と
浮
き
上
が
る
。

お

gcん
は
長
い
竹
箸
で
ヒ

ョ
イ
、
ヒ
ョ
イ
と
甚
返
す
。

揚
が
っ
た
な
と
思
う
種
は
、

素
早
く
か
た
わ
ら
の
パ
ッ
ト

に
あ
げ
て
い
く
。
そ
の
聞
に

国
宝

・
重
要
文
化
財
位
点
(
指

定
外
3
点
)
を
塵
示
観
覧
料

一般
1
2
0
0円
、
大
・

高

生
側
円
、
中
・
小
生
川
円
※
割

:
・
大
さ
じ
l
、
レ
モ
ン
汁
:
・

小
さ
じ
l
、
パ
ジ
ル
(
ホ
ウ

ル
)
・
小
さ
じ
2
、
オ
レ
ガ

ノ
(
ホ
ウ
ル
)
・:
小
さ
じ
凶
、

ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ

l
・:
小
さ
じ

均
、
ト
マ
ト
:
中
2
個
、
塩

・:
少
々
、
サ
ラ
ダ
油
・
:
小
さ

じ
l【下
準
備
】

①
プ
ロ
ッ
コ
リ
l
は
小
房

に
分
け
、
固
茄
で
(
一
度
熱

湯
を
通
す
程
度
)
に
す
る
。

砂10 1‘ 
②
ト
マ
ト
は
7
1
8ミ
リ
幅

の
輪
切
り
に
し
、
パ

ッ
ト
に

並
べ
る
。

③
②
に
、
塩
少
々
と
、

パ

ジ
ル
小
さ
じ
ー
を
掌
で
軽
く

撰
ん
で
振
る
。

【
作
り
方
】

川
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ

油
を
熱
し
、
③
の
ト
マ
ト
の

表
面
を
軽
く
焼
き
、
大
皿
金

体
に
並
べ
る
。

山
鍋
に
水
、
ブ
イ
ヨ
ン
、

も
次
々
と
種
を
丸
め
て
は
ポ

ト
リ
、
ポ
ト
リ
・:
。
実
に
見

事
な
手
さ
ば
き
、
「
業
(
わ

ざ
)
」
と
言
っ
て
も
い
い
の

か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
卜
l
(ト
)
・
マ
ン

・

プ
ラ
l
は
盗
も
、
形
も
日
本

の
さ
つ
ま
揚
げ
そ
っ
く
り
だ

け
ど
、
中
に
混
ぜ
込
む
ス
パ

イ
ス
で
、
味
、
香
り
は
ま
っ

た
く
違
う
物
に
な
っ
て
い

対多1':ト州事?必プタ噛
学教イトヨリ

る
。
原
料
に
な
る
魚
の
種
類

は
多
く
、
内
陸
部
で
は
淡
水

魚
の
プ
ラ
l
ク
ラ
イ
(
ナ
ギ

ナ
タ
ナ
マ
ズ
の
仲
間
)
、
海

辺
で
は
プ
ラ
l
イ
ン
シ

l

(
サ
ワ
ラ
の
仲
間
)
や
プ
ラ

l
サ
イ
デ
l
ン
(
イ
ト
ヨ
リ

ダ
イ
)
な
ど
が
使
わ
れ
る
。

ス
パ
イ
ス
の
種
類
は
、
唐
辛

子
、
生
萎
ベ
玉
、
ネ
ギ
、
ニ
ン

ニ
ク
、
コ
ブ
ミ
カ
ン
の
葉
、

レ
モ
ン
グ
ラ
ス
。
味
つ
け
は

勿
論
、
ナ
ム
・
プ
ラ
l
(魚

醤
)
で
あ
る
。
こ
の
何
種
類

も
の
ス
パ
イ
ス
を
ク
ロ
ッ
ク

(
石
臼
)
で
ぺ
ー
ス
ト
状
に

し
、
魚
の
す
り
身
と
混
ぜ
込

む
の
だ
け
れ
ど
、
ト
ゥ
ア

・

フ
ァ
ク

・
ヤ
l
オ
と
い
う
長

い
長
い
(
一
メ
ー
ト
ル
も
あ

る
)
イ
ン
ゲ
ン
の
薄
切
り
が

必
ず
入
っ
て
い
る
の
も
特

徴
。
揚
げ
た
て
熱
々
を
口
に
放

り
込
む
と
、
魚
の
旨
味
と
ス

パ
イ
ス
の
香
り
、
辛
味
、
そ

し
て
イ
ン
ゲ
ン
の
背
く
さ
さ

が
ほ
ど
よ
く
ミ
ッ
ク
ス
さ

れ
、
さ
っ
ぱ
り
昧
に
仕
上
っ

て
い
る
。
冷
え
冷
え
ビ
ー
ル

の
つ
ま
み
に
ぴ
っ
た
り
、
ど

言
う
の
は
蛇
足
か
ナ
?

(一
戸
田
杏
子
)

焼き魚の串をきれL、に抜くに

は

串で魚を焼くとき、:$'.が被け

にくくて苦労することが多U、。

魚が少し冷めると妓けやすいが

焼きあがりの熱いのを食べたい

のが本音。焼いている聞に 2、
3皮串をまわすと抜きやすし、。
また、串に酢をぬっておくと、

比11変的ラクに妓りる。

引
有
。V
第
臼
田
「
盟
守
り
し
の
発
明

塵」
目
白
川
W
1
日
日
間

パ
ジ
ル
、
ォ
レ
ガ
ノ
、
ホ
ワ

イ
ト
ペ
パ

l
を
加
え
て
熱

し
、
①
の
ブ
ロ

ν
コ
リ
ー
を

入
れ
る
。
間
蓋
を
し
て
汁
を
か
ら
め

る
よ
う
に
、
数
分
蒸
し
煮
す

る
。川
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
取
り

出
し
、
ト
マ
ト
の
よ
に
盛
り

つ
け
る
。

川
鍋
の
中
の
汁
に
パ
タ
!

と
レ
モ
ン
汁
を
加
え
て
熱

し
、
塩
、
ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ
ー

で
味
を
整
え
ソ
l
ス
に
す

る
。川
川
で
盛
り
つ
り
た
ブ
ロ

γ

コ
リ
l
の
上
か
ら
聞
の
ソ

ー
ス
を
か
り
で
で
き
あ
が

り。
〈
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
〉
パ
ジ
ル
は
ト
マ
ト
の
風
味

に
よ
く
合
う
ス
パ
イ
ス
。
ミ

l
ト
ソ
l
ス
な
ど
火
を
加
え

た
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
生

の
ま
ま
で
も
よ
く
合
い
ま

す
。
大
い
に
利
用
し
た
い
ハ

ー
ブ
の
一
つ
で
す
。

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
和
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
長
瀬
峰
子
)

東一
一京日

制大日本水産会・
おさかな普及協議会

本
橋
三
越
本
眉
7
階
全
国
か

ら
応
募
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ち

厳
選
し
て
展
示
主
催

・
間
合

せ
・
・
・
凶
全
国
発
明
婦
人
協
会

V
青
年
劇
場
日
回
公
演
「
幻

想
の
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ

卜
」日
目
幽
朝
日
生
命
ホ
l
ル、

口
日
出
、
日
日
間
前
進
座
劇
場
、

引
臼
附
l
お
日
間
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
劇
場
退
学
者
、
登
校
拒
否

者
を
受
け
入
れ
て
い
る
ユ
ニ
ー

ク
な
私
立
高
校
を
舞
台
に
描
く

ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
た
作
品
。

瓜
生
正
美
作
、
中
野
手
春
演
出

一般
4
0
0
0円
、
学
生
2
5

0
0円
、
ハ
l
フ
チ
ケ
ッ
ト
(
羽

歳
以
下

)
2
0
0
0円
+
各
梢

民
税
当
日
制
円
増
レ
問
合

せ
・:
青
年
劇
場
宮
閃
・
3
3
5

円

4
・

円

o
n
u
h
L円
L

V
G
E
N
K
1パ
ザ
l
ル

沼
田
町
日
時
1
日
時
せ
た

が
や
婦
人
会
館
(
小
田
急
線
経

堂
駅

・
オ
ダ
キ
ュ

i
o
x
E
)

主
催
・:
地
球
環
境
・
女
性
連
絡

会

F
A
X
m
-3
4
3
9
・3

R
X
Uハ
》
V
世
界
の
絵
本
原
画
展

剖
臼
附

1
5月
3
日
間
叩
時

i
同
時
火
曜
休
館
西
武
ア

ー
ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
西
武
池

袋
庖
6
F
)

各
国
の
自
然
・

文
化
を
映
す
絵
本
原
画
を
一
掌

に
屋
覧

一
般
、
大
・
高
生
制

円
、
中

・
小
生
捌
円

東
芝
日
曜
劇
場
が

新
し
く
な
り
ま
す
匂

明晩9時からスタート

『正の上の向日葵」

帆BS品、

みんなで暮らさないか。

(4 ) 

入
場
者
お
万
人
超
え
る

子
ど
も
人
権
条
約
を
分
か
り
易
く

〈土曜日〉

12都市で開催

「
創
価
学
会
婦
人
平
和
委
員

会
」
が
開
催
し
て
い
る

「
毛
田
〉
寸
何
回
利
子
ど
も

の
人
権
展
」
が
、
四
月
四
日
ま

で
横
浜
市
で
聞
い
た
展
覧
会
で

十
二
会
場
と
な
り
、
入
場
者
は

の
べ
二
十
五
万
人
を
越
え
た
。

同
震
は
、
「
子
ど
も
の
人
権

条
約
」
の
精
神
の
普
及
を
ね
が

い
、
子
ど
も
が
子
ど
も
ら
し
く

生
き
る
権
利
を
守
り
た
い
と
企

画
さ
れ
た
も
の
。
ユ
ニ
セ
フ
の

助
言
を
受
け
、
問
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
が
一
年
間
の
討
論
の
う

え
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
わ

か
り
や
す
く
三
十
三
枚
の
パ
ネ

ル
に
し
た
。
こ
れ
に
田
沼
武
能

さ
ん
の
世
界
の
子
ど
も
の
写
真

五
十
点
が
メ
イ
ン
展
示
。
そ
れ

に
展
覧
会
を
聞
く
地
元
の
制
作

の
展
示
を
加
え
て
開
催
し
て
い

る。

1993年 4月 10E3 
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四
月
か
ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
月
ご
と
に
テ
l
マ
・

ス
パ
イ
ス
を
決
め
、
料
理
を

通
し
て
、
そ
の
ス
パ
イ
ス
の

特
性
や
使
い
方
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。
毎
月
十
日
号
は

「
基
本
編
」
。調
理
テ
ク
ニ
ッ

ク
と
し
て
は
初
心
者
向
き
、

二
十
日
号
は
「
中
級
編
」
で
、

料
理
に
は
ち
ょ
っ
と
自
信
が

あ
る
人
に
お
す
す
め
で
す
。

三
十
日
号
は
、
さ
ら
に
技
術

を
磨
き
た
い
人
に
。
料
理
だ

け
で
な
く
、
一
歩
踏
み
込
ん

だ
話
題
も
提
供
し
て
、
ス
パ

H
編
集
部

庭
の
草
花
も
、
一
斉
に
開

花
し
始
め
ま
し
た
。
ハ
l
ブ

た
ち
も
、
香
り
を
葉
に
含
ま

せ
て
、
か
わ
い
い
花
を
咲
か

せ
る
時
を
待
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ブ
の
中
で
も
、
そ
の

香
り
を
好
ま
れ
H

ハ
l
ブ
の

王
様
H

と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
の
が
「
パ
ジ
ル
」
で
す
。

日
本
で
は
イ
タ
リ
ア
名
の

「
パ
ジ
リ
コ
」
の
名
で
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ス
に
迫
り
ま
す
。

四
日
市
、
岐
阜
、
愛
媛
で
も
開
催
予
定

一
九
九
一
年
八
月
の
神
戸
屋

を
皮
切
り
に
各
地
で
開
催
、
横

浜
の
あ
と
は
四
月

・
四
日
市
、

五
月
・
岐
阜
、
八
月
・
愛
媛
の

予
定
。
子
ど
も
の
人
権
条
約
が

批
准
さ
れ
る
ま
で
息
長
く
つ
づ

け
る
と
い
、
っ
。

「
子
ど
も
の
人
権
条
約
が
ま

だ
日
本
で
批
准
さ
れ
て
な
い
こ

と
を
知
ら
な
い
人
も
多
く
、
本

当
に
日
本
人
は
人
権
や
子
ど
も

の
こ
と
に
関
心
が
習
い
と
思

う
。
し
か
し
、
一
た
ん
屋
示
会

を
聞
く
と
皮
舗
が
大
き
く
、
横

浜
展
で
も
八
日
間
で
二
万
六
千

人
の
入
場
者
が
あ
り
、
ア
ン
ケ

ー
ト
が
二
千
も
集
ま
り
ま
し

た」

。
(
小
林
千
佐
子

・
創
価

学
会
婦
人
平
和
委

・
委
員
長
の

話
)

ま
だ
関
心
薄
い
日
本
人

展示のパネルを見いる人々 {創価学会港北文化会館で)
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日
B
附

1
5月刊
ω
日

聞

東

京
国
立
博
物
館
(
上
野
駅
ス

グ
)
日
本
の
仏
教
美
術
が
咲

き
誇
っ
た
天
平
期
の
仏
像
を
中

心
に
、
飛
鳥
、
奈
良
、
平
安
、

鎌
倉
の
各
時
代
に
製
作
さ
れ
た

同
ハ
凶

V
特
別
展
「
大
和
古
寺
の
仏

た
ち
」
|

|
千
年
の
彼
方
、
遥

か
な
る
ま
ほ
る
ほ
の
都
を
想
つ

第 1028号

ブロッコリ ーは汁をからめるように・・・

トマトの表面を軽く焼きます

横浜展での地元展示。地域の子どもたち800 0人の顔写真を
集め<宇宙号>を作りあげた

ト
1
・
(
ト
)
・
マ
ン

・

プ
ラ
l
は
直
訳
す
れ
ば
、
「
た

く
さ
ん
の
油
で
揚
げ
た
魚
」

と
い
う
意
味
だ
け
ど
、
実
際

は
タ
イ
の
さ
つ
ま
揚
げ
の
と

と
で
あ
る
。
で
も
、
揚
げ
て

い
る
の
を
見
て
い
る
と
、
と

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
ピ
ッ
タ
リ

と
思
っ
て
し
ま
う
。
最
も
こ

の
国
ら
し
い
、
オ
ー
プ
ン
・

エ
ア
l
の
食
べ
物
屋
の
調
理

場
は
道
に
面
し
て
い
る
。
大

鍋
に
グ
ラ
グ
ラ
と
沸
き
立
つ

よ
う
に
熱
せ
ら
れ
た
大
白
の

揚
げ
油
。
働
き
者
ち
し
い
お

ば
さ
ん
が
(
何
故
か
お
じ
さ

ん
は
い
な
い
/
)
ボ
l
ル
に

入
っ
た
ト
!
(
卜
)
・
マ
ン

・

プ
ラ
l
の
種
を
片
手
で
ひ
ょ

い
と
つ
ま
み
上
げ
、
両
手
で

ク
ル
ク
ル
と
お
だ
ん
ご
に
丸

め
、
ペ
タ
γ
と
押
し
て
小
判

型
に
す
る
。
と
、
同
時
に
油

の
中
に
ポ
ト
ソ
と
落
と
す
。

小
判
型
の
極
は
、
一
度
鍋
の

底
に
沈
ん
で
い
き
、
す
ぐ
に

ピ
ョ
コ
リ
と
浮
き
上
が
る
。

お

gcん
は
長
い
竹
箸
で
ヒ

ョ
イ
、
ヒ
ョ
イ
と
甚
返
す
。

揚
が
っ
た
な
と
思
う
種
は
、

素
早
く
か
た
わ
ら
の
パ
ッ
ト

に
あ
げ
て
い
く
。
そ
の
聞
に

国
宝

・
重
要
文
化
財
位
点
(
指

定
外
3
点
)
を
塵
示
観
覧
料

一般
1
2
0
0円
、
大
・

高

生
側
円
、
中
・
小
生
川
円
※
割

:
・
大
さ
じ
l
、
レ
モ
ン
汁
:
・

小
さ
じ
l
、
パ
ジ
ル
(
ホ
ウ

ル
)
・
小
さ
じ
2
、
オ
レ
ガ

ノ
(
ホ
ウ
ル
)
・:
小
さ
じ
凶
、

ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ

l
・:
小
さ
じ

均
、
ト
マ
ト
:
中
2
個
、
塩

・:
少
々
、
サ
ラ
ダ
油
・
:
小
さ

じ
l【下
準
備
】

①
プ
ロ
ッ
コ
リ
l
は
小
房

に
分
け
、
固
茄
で
(
一
度
熱

湯
を
通
す
程
度
)
に
す
る
。

砂10 1‘ 
②
ト
マ
ト
は
7
1
8ミ
リ
幅

の
輪
切
り
に
し
、
パ

ッ
ト
に

並
べ
る
。

③
②
に
、
塩
少
々
と
、

パ

ジ
ル
小
さ
じ
ー
を
掌
で
軽
く

撰
ん
で
振
る
。

【
作
り
方
】

川
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ

油
を
熱
し
、
③
の
ト
マ
ト
の

表
面
を
軽
く
焼
き
、
大
皿
金

体
に
並
べ
る
。

山
鍋
に
水
、
ブ
イ
ヨ
ン
、

も
次
々
と
種
を
丸
め
て
は
ポ

ト
リ
、
ポ
ト
リ
・:
。
実
に
見

事
な
手
さ
ば
き
、
「
業
(
わ

ざ
)
」
と
言
っ
て
も
い
い
の

か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
卜
l
(ト
)
・
マ
ン

・

プ
ラ
l
は
盗
も
、
形
も
日
本

の
さ
つ
ま
揚
げ
そ
っ
く
り
だ

け
ど
、
中
に
混
ぜ
込
む
ス
パ

イ
ス
で
、
味
、
香
り
は
ま
っ

た
く
違
う
物
に
な
っ
て
い

対多1':ト州事?必プタ噛
学教イトヨリ

る
。
原
料
に
な
る
魚
の
種
類

は
多
く
、
内
陸
部
で
は
淡
水

魚
の
プ
ラ
l
ク
ラ
イ
(
ナ
ギ

ナ
タ
ナ
マ
ズ
の
仲
間
)
、
海

辺
で
は
プ
ラ
l
イ
ン
シ

l

(
サ
ワ
ラ
の
仲
間
)
や
プ
ラ

l
サ
イ
デ
l
ン
(
イ
ト
ヨ
リ

ダ
イ
)
な
ど
が
使
わ
れ
る
。

ス
パ
イ
ス
の
種
類
は
、
唐
辛

子
、
生
萎
ベ
玉
、
ネ
ギ
、
ニ
ン

ニ
ク
、
コ
ブ
ミ
カ
ン
の
葉
、

レ
モ
ン
グ
ラ
ス
。
味
つ
け
は

勿
論
、
ナ
ム
・
プ
ラ
l
(魚

醤
)
で
あ
る
。
こ
の
何
種
類

も
の
ス
パ
イ
ス
を
ク
ロ
ッ
ク

(
石
臼
)
で
ぺ
ー
ス
ト
状
に

し
、
魚
の
す
り
身
と
混
ぜ
込

む
の
だ
け
れ
ど
、
ト
ゥ
ア

・

フ
ァ
ク

・
ヤ
l
オ
と
い
う
長

い
長
い
(
一
メ
ー
ト
ル
も
あ

る
)
イ
ン
ゲ
ン
の
薄
切
り
が

必
ず
入
っ
て
い
る
の
も
特

徴
。
揚
げ
た
て
熱
々
を
口
に
放

り
込
む
と
、
魚
の
旨
味
と
ス

パ
イ
ス
の
香
り
、
辛
味
、
そ

し
て
イ
ン
ゲ
ン
の
背
く
さ
さ

が
ほ
ど
よ
く
ミ
ッ
ク
ス
さ

れ
、
さ
っ
ぱ
り
昧
に
仕
上
っ

て
い
る
。
冷
え
冷
え
ビ
ー
ル

の
つ
ま
み
に
ぴ
っ
た
り
、
ど

言
う
の
は
蛇
足
か
ナ
?

(一
戸
田
杏
子
)

焼き魚の串をきれL、に抜くに

は

串で魚を焼くとき、:$'.が被け

にくくて苦労することが多U、。

魚が少し冷めると妓けやすいが

焼きあがりの熱いのを食べたい

のが本音。焼いている聞に 2、
3皮串をまわすと抜きやすし、。
また、串に酢をぬっておくと、

比11変的ラクに妓りる。

引
有
。V
第
臼
田
「
盟
守
り
し
の
発
明

塵」
目
白
川
W
1
日
日
間

パ
ジ
ル
、
ォ
レ
ガ
ノ
、
ホ
ワ

イ
ト
ペ
パ

l
を
加
え
て
熱

し
、
①
の
ブ
ロ

ν
コ
リ
ー
を

入
れ
る
。
間
蓋
を
し
て
汁
を
か
ら
め

る
よ
う
に
、
数
分
蒸
し
煮
す

る
。川
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
取
り

出
し
、
ト
マ
ト
の
よ
に
盛
り

つ
け
る
。

川
鍋
の
中
の
汁
に
パ
タ
!

と
レ
モ
ン
汁
を
加
え
て
熱

し
、
塩
、
ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ
ー

で
味
を
整
え
ソ
l
ス
に
す

る
。川
川
で
盛
り
つ
り
た
ブ
ロ

γ

コ
リ
l
の
上
か
ら
聞
の
ソ

ー
ス
を
か
り
で
で
き
あ
が

り。
〈
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
〉
パ
ジ
ル
は
ト
マ
ト
の
風
味

に
よ
く
合
う
ス
パ
イ
ス
。
ミ

l
ト
ソ
l
ス
な
ど
火
を
加
え

た
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
生

の
ま
ま
で
も
よ
く
合
い
ま

す
。
大
い
に
利
用
し
た
い
ハ

ー
ブ
の
一
つ
で
す
。

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
和
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
長
瀬
峰
子
)

東一
一京日

制大日本水産会・
おさかな普及協議会

本
橋
三
越
本
眉
7
階
全
国
か

ら
応
募
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ち

厳
選
し
て
展
示
主
催

・
間
合

せ
・
・
・
凶
全
国
発
明
婦
人
協
会

V
青
年
劇
場
日
回
公
演
「
幻

想
の
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ

卜
」日
目
幽
朝
日
生
命
ホ
l
ル、

口
日
出
、
日
日
間
前
進
座
劇
場
、

引
臼
附
l
お
日
間
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
劇
場
退
学
者
、
登
校
拒
否

者
を
受
け
入
れ
て
い
る
ユ
ニ
ー

ク
な
私
立
高
校
を
舞
台
に
描
く

ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
た
作
品
。

瓜
生
正
美
作
、
中
野
手
春
演
出

一般
4
0
0
0円
、
学
生
2
5

0
0円
、
ハ
l
フ
チ
ケ
ッ
ト
(
羽

歳
以
下

)
2
0
0
0円
+
各
梢

民
税
当
日
制
円
増
レ
問
合

せ
・:
青
年
劇
場
宮
閃
・
3
3
5

円

4
・

円

o
n
u
h
L円
L

V
G
E
N
K
1パ
ザ
l
ル
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日
時
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日
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)
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各
国
の
自
然
・

文
化
を
映
す
絵
本
原
画
を
一
掌

に
屋
覧

一
般
、
大
・
高
生
制

円
、
中

・
小
生
捌
円

東
芝
日
曜
劇
場
が

新
し
く
な
り
ま
す
匂

明晩9時からスタート

『正の上の向日葵」
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みんなで暮らさないか。


